
《
山
口
県
防
府
市
》

　
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
と
し
て
も
有
名
な
阿
弥
陀

寺
は
、
平
重
衡
ら
に
よ
っ
て
焼
き
打
ち
さ
れ
た

東
大
寺
の
再
建
に
尽
力
し
た
俊
乗
房
重
源
上
人

に
よ
り
、
東
大
寺
の
周
防
別
所
と
し
て
一
一
八
七

（
文
治
三
）
年
に
建
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
阿
弥
陀
寺
に
あ
る
鉄
宝
塔
は
、
重
源
上

人
が
願
主
と
な
り
、
東
大
寺
の
大
仏
を
鋳
造
し

た
草
部
宿
祢
是
助
ら
に
よ
っ
て
一
一
九
七
（
建
久

八
）
年
に
造
ら
れ
た
。
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
、
屋
蓋
部
・
塔
身
部
・
基
壇
の
三
部
を
そ

れ
ぞ
れ
鋳
造
し
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
も
と

も
と
両
面
開
き
の
扉
が
付
い
て
い
た
塔
身
部
の

中
に
は
仏
舎
利
七
粒
を
納
め
る
水
晶
五
輪
塔
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
壇
の
四
方
の
側
面
に
は
、
各
面
と

も
中
央
に
金
剛
界
四
仏
の
梵
字
が
、
そ
の
左
右

に
は
阿
弥
陀
寺
の
四
至
・
本
尊
・
堂
・
塔
・
諸

社
の
造
立
の
趣
旨
、
勧
進
・
奉
行
・
檀
那
な
ど

の
名
、
造
立
紀
年
・
鋳
物
師
な
ど
が
詳
細
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　
鉄
塔
と
し
て
わ
が
国
最
古
の
遺
品
で
あ
り
、

銘
文
の
示
す
歴
史
的
意
義
が
深
い
こ
と
か
ら
も
、

貴
重
な
宝
塔
と
い
わ
れ
て
い
る
。

鉄
宝
塔（
水
晶
五
輪
塔
共
）

国
宝
の
旅
22
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青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

くはらだいじゅ

「
T
型
の
大
量
生
産
に
よ
り
自
動
車
産
業
に
革

命
を
起
こ
し
た
の
は
、私
の
曽
祖
父
だ
。だ
が
、

今
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ

を
は
る
か
に
凌
ぐ
規
模
の
大
革
命
で
あ
る
」

　
そ
う
言
い
放
っ
た
フ
ォ
ー
ド
会
長
の
ビ
ル
・

フ
ォ
ー
ド
四
世
は
、
壇
上
で
武
者
震
い
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
た

―
。

　
会
場
の
外
は
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
の

米
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
。
毎
年
一
月
中

旬
に
開
催
さ
れ
る
、北
米
国
際
自
動
車
シ
ョ
ー

の
フ
ォ
ー
ド
の
会
見
に
は
、
今
年
も
自
動
車

業
界
の
最
新
ト
レ
ン
ド
を
探
ろ
う
と
メ
デ
ィ

ア
や
業
界
関
係
者
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
詰
め

か
け
た
。
だ
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
舞
台
に

ク
ル
マ
が
登
場
し
た
の
は
会
見
二
五
分
間
中
、

数
分
間
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
ク
ル
マ
か

ら
の
脱
却
」
を
意
味
す
る
。
フ
ォ
ー
ド
会
長

や
マ
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
社
長
は
、「
世
の
中

に
お
け
る
移
動
の
あ
り
方
」
や
「
企
業
と
し

て
の
社
会
的
な
立
ち
位
置
」
ば
か
り
強
調
し

た
。
そ
う
し
た
大
き
な
く
く
り
の
な
か
に
、

自
動
運
転
、
電
気
自
動
車
（
E
V
）、
そ
し
て

燃
料
電
池
車
な
ど
を
小
さ
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と

し
て
組
み
込
む
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
目

立
っ
た
。
具
体
的
な
事
業
戦
略
と
し
て
は
、

製
造
販
売
業
か
ら
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の

転
換
を
掲
げ
た
。果
た
し
て
、会
見
の「
ト
リ
」

を
飾
っ
た
の
は
、
新
型
の
ス
ー
パ
ー
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
で
も
、
自
動
運
転
E
V
で
も
な
く
、
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
連

携
す
る
新
し
い
顧
客
サ
ー
ビ
ス
「
フ
ォ
ー
ド
・

パ
ス
」
と
い
う
結
末
だ
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
ド
経
営
陣
が
言
う
よ
う
に
、
自
動

車
業
界
は
今
、
空
前
の
大
革
命
期
に
突
入
し

て
い
る
。
世
界
各
地
で
定
期
的
に
自
動
車
産

業
の
取
材
を
続
け
て
い
る
筆
者
も
、
肌
感
覚

と
し
て
そ
う
思
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
動
車
業
界
に
従
事
す
る
多

く
の
人
が
、
大
革
命
を
予
感
で
き
て
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
旧
態
依
然
と
し
た
「
新
車
売
り

切
り
型
」
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
当
面
は
食
っ
て
い

け
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
そ
れ
を
デ
ー
タ
で
証
明
し
て
み
る
。
国
際

自
動
車
工
業
連
合
会
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四

（
平
成
二
十
六
）
年
の
世
界
自
動
車
保
有
台

数
は
一
二
億
三
六
二
七
万
台
。
こ
れ
を
一
〇
〇

〇
世
帯
あ
た
り
の
保
有
率
で
み
る
と
、
世
界

平
均
は
一
八
〇
台
と
な
る
。
国
別
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
八
〇
八
台
が
最
高
で
、
E
U
が
五

六
九
台
、
日
本
が
六
〇
七
台
で
、
先
進
国
で

は
近
年
、
普
及
率
は
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

一
方
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
に
か
け
て
、
経
済
活
動
が
一
気
に
活
発

化
し
た
新
興
国
で
は
、
中
国
が
一
〇
二
台
、

イ
ン
ド
が
二
二
台
と
ま
だ
か
な
り
低
い
。

　
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
か
ら
二
〇
一

〇（
平
成
二
十
二
）
年
に
か
け
て
、
製
造
・

販
売
の
両
面
で
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
世
界
一
と

な
っ
た
中
国
は
、
保
有
台
数
が
一
億
四
二
四

三
万
台
に
達
し
た
。
最
近
で
は
経
済
の
急
減

速
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
自
動
車
普
及
率
で

み
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
八
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
今
後
の
伸
び
し
ろ
は
か
な
り
大
き
い
。

　
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
の
中
国
事
業

担
当
の
幹
部
は
「
外
資
の
製
造
業
に
と
っ
て
、

法
整
備
な
ど
の
面
で
中
国
は
政
府
と
の
付
き

合
い
方
が
難
し
く
、
市
場
の
先
読
み
は
至
難

の
業
だ
。
だ
が
、
潜
在
的
な
購
買
力
が
大
き

い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
中
国

優
先
で
事
業
計
画
を
立
て
る
の
は
当
然
だ
」

と
口
を
揃
え
る
。

　
つ
ま
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
世
界
戦
略

は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
。
人
口
が
多
い
割
に
自

動
車
が
普
及
し
て
い
な
い
国
や
地
域
で
、
本

格
的
な
経
済
発
展
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
う
こ
と
だ
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
チ
ャ
イ

ナ
（
B
R
I
C
s
）
の
次
は
、
タ
イ
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
。
そ
の
先

に
は
、
大
幅
な
人
口
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
、
消
費
地
と
し
て
「
未

開
の
大
地
」
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
市
場
へ
。
さ

ら
に
そ
の
先
に
は
、  „
南
極
大
陸
の
ペ
ン
ギ
ン
〞

た
ち
が
待
っ
て
い
る
。そ
れ
が
、大
量
生
産
型
、

か
つ
新
車
売
り
切
り
型
の
既
存
の
自
動
車
産

業
の
末
路
と
な
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
大
量
生
産
の
イ
メ
ー

ジ
で
、
製
造
・
販
売
台
数
が
多
い
者
が
勝

者
。
そ
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
を
続
け
る
自

動
車
産
業
に
と
っ
て
、
大
き
な
課
題
が
環
境

対
策
だ
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
を
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
が

提
示
す
る
「
規
制
（
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」

へ
の
「
適
合
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）」
を
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
の
代
表
例
が
七
〇
年
代
の
米
マ
ス
キ
ー

法
だ
。
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の

除
去
を
目
的
と
し
た
結
果
、
大
排
気
量
の
ア

メ
リ
カ
車
が
死
滅
し
、
小
排
気
量
の
日
本
車

の
販
売
が
急
伸
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
米
国
で
企
業
平
均
燃
費
（
C
A
　

 

É
）
規
制
が
義
務
化
。
そ
の
後
、
九
〇
年
代

に
入
る
と
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
大
気
保

全
委
員
会（
C
A
R
B
）に
よ
る
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ク
ル（
Z
E
V
）法
が
始
ま
り
、

そ
の
影
響
が
欧
州
に
も
広
が
っ
た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
近
年
に
な
り

E
V
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
そ

し
て
燃
料
電
池
車
の
量
産
車
が
次
々
に
登
場

し
て
い
る
。
自
動
車
各
メ
ー
カ
ー
幹
部
は

「
Z
E
V
法
と
欧
米
C
A
F
É
も
厳
し
い
が
、

中
国
の
C
A
F
É
や
N
E
V
法
へ
の
対
応
で

頭
を
悩
ま
し
て
い
る
」
と
本
音
を
漏
ら
す
。

N
E
V
法
と
は
、
中
国
政
府
が
Z
E
V
法
を

参
考
に
開
発
し
た
ニ
ュ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ヴ
ィ
ー
ク
ル
規
制
法
だ
。

　
つ
ま
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
世
界
各

地
の
規
制
を
横
目
に
、
ペ
ン
ギ
ン
を
目
指
し

て
販
売
台
数
競
争
を
続
け
て
い
る
の
だ
。
燃

料
電
池
車
の
開
発
で
は
、
ト
ヨ
タ
と
B
M
W
、

ホ
ン
ダ
と
G
M
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
す
る
が
、

そ
の
目
的
は
、
効
率
的
な
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
マ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
で
は
、
欧
米
中
の
よ
う
な
厳

し
い
エ
コ
カ
ー
規
制
が
な
く
、
経
済
産
業
省

が
次
世
代
車
の
普
及
に
対
す
る
「
達
成
目
標
」

を
提
示
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日

本
で
の
E
V
や
燃
料
電
池
車
の
普
及
速
度
が

遅
い
の
は
、
こ
れ
が
最
大
の
原
因
だ
。

　
技
術
的
に
は
、
二
次
電
池
や
、
水
素
イ
ン

フ
ラ
な
ど
で
今
後
、
革
命
的
な
発
明
が
生

ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
現
時
点
で

押
し
寄
せ
て
い
る
自
動
車
の
革
命
は
、
こ
う

し
た
分
野
に
関
し
て
で
は
な
く
、
自
動
車
業

界
に
と
っ
て
思
い
も
寄
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
。

　
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
後
半
、
ト

ヨ
タ
が
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
人
工
知
能
の

開
発
拠
点
、ト
ヨ
タ
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
（
T
R
I
）
を
開
設
す
る
と
発
表
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
、
さ

ら
に
グ
ー
グ
ル
の
人
工
知
能
開
発
の
責
任
者

を
引
き
抜
き
、
総
勢
二
〇
〇
人
規
模
で
五
年

間
の
予
算
が
一
〇
億
ド
ル
（
約
一
一
〇
〇
億
円
）

と
い
う
大
型
投
資
だ
。

　
こ
う
し
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
自
動
車
業

界
と
の
関
わ
り
は
、
過
去
二
〜
三
年
で
急
速

に
深
ま
っ
た
。き
っ
か
け
は
、ア
ッ
プ
ル「
カ
ー

プ
レ
イ
」と
、グ
ー
グ
ル「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド・オ
ー

ト
」
と
い
う
、
車
載
器
と
ス
マ
ホ
と
の
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。
こ
れ
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
、音
楽
、S
N
S
な
ど
、イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
融
合
で

あ
る
「
イ
ン
フ
ォ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、

消
費
者
が
日
頃
使
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
の
機
能

を
、車
内
で
も
利
用
す
る
も
の
。一
見
す
る
と
、

大
し
た
こ
と
に
思
え
な
い
が
、
自
動
車
業
界

に
と
っ
て
は
「
軒
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら
れ

る
」
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ス
マ
ホ
を
通

じ
て
、
車
両
の
走
行
に
関
す
る
デ
ー
タ
な
ど
、

運
転
者
の
行
動
履
歴
と
い
う
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
介
入
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
だ
。

　
特
に
グ
ー
グ
ル
の
場
合
、
車
載
器
に
関
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム「
オ
ー
プ
ン・
オ
ー
ト
モ
ー

テ
ィ
ブ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
O
A
A
）」
で
、

車
載
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

（
O
S
）
で
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
採
用
を
明
言
し

て
い
る
。
O
A
A
に
は
現
在
、
自
動
車
ブ
ラ

ン
ド
四
四
社
、
車
載
器
や
半
導
体
メ
ー
カ
ー

二
一
社
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
ト
ヨ
タ
は

「
グ
ー
グ
ル
に
牛
耳
ら
れ
る
こ
と
を
極
力
避
け

た
い
」（
同
社
関
係
者
）
と
し
て
参
画
し
て
い

な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
リ
ナ
ッ
ク
ス
協
会
と

連
携
す
る「
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
・
グ
レ
ー
ド
・

リ
ナ
ッ
ク
ス
（
A
G
L
）」
を
主
導
し
、
グ
ー

グ
ル
を
牽
制
し
て
い
る
状
況
だ
。

　
ク
ル
マ
は
誕
生
し
て
以
来
、
長
き
に
わ
た

り
「
閉
じ
た
空
間
」
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ス

マ
ホ
の
登
場
と
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
高

速
化
・
廉
価
化
に
よ
っ
て
、
ク
ル
マ
が
社
会

と
常
時
つ
な
が
る
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ク
ル
マ
は
「
大
き

な
通
信
端
末
」
に
な
っ
た
。
自
動
車
産
業
が

考
え
る
「
走
る
・
曲
が
る
・
止
ま
る
」
を
重

ん
じ
る
ク
ル
マ
と
は
、
全
く
別
の
モ
ノ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
自
動
車
業
界
関
係
者
の

多
く
が
「
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
が
わ
れ
わ

れ
の
競
合
者
に
な
る
な
ど
、
夢
に
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
グ
ー
グ
ル
は
、
自
動
運
転
の
実
用
化
に
積

極
的
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、

米
国
防
総
省
の
高
等
研
究
計
画
局

（
D
A
R
P
A
）
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
三
回
開

催
し
た
、
自
動
運
転
賞
金
レ
ー
ス
に
参
加
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
の
大
学
研
究
者
ら

を
引
き
抜
き
、
極
秘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

始
ま
っ
た
。
現
在
、
グ
ー
グ
ル
は
米
連
邦
議

会
や
米
運
輸
省
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
を
通

じ
て
、
自
動
運
転
に
お
け
る
実
質
的
な
国

際
ル
ー
ル
（
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）

の
構
築
を
急
い
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
各
社
も
自
動
運
転
の
開
発
に
注
力
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
グ
ー
グ
ル
が
早
期
の
量
産

化
を
狙
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
機
能
が
な
い
「
完

全
自
動
運
転
」
と
は
、
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
が

か
な
り
違
う
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、

衝
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
や
、
車
線
逸
脱
防
止
な

ど
、
す
で
に
量
産
さ
れ
て
い
る
運
転
支
援
機

能
を
、
車
載
セ
ン
サ
ー
の
高
度
化
や
道
路
イ

ン
フ
ラ
の
通
信
機
器
の
整
備
に
よ
っ
て
、
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
も
の
だ
。
そ
の
中
で
、

半
自
動
運
転
と
、
全
自
動
運
転
を
切
り
替
え

る
「
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
」
を
行
う
。
対
し
て
、

グ
ー
グ
ル
は
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
人
の
た
め
の
乗
り
物
」
と
し
、「
運

転
免
許
が
不
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
従
来
の
ク
ル
マ
と
い
う
概
念
よ
り
も
、

公
共
機
関
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
こ
う
し
た
「
ク
ル
マ
の
公
共
化
」
こ
そ
、

自
動
車
大
革
命
の
主
役
だ
。
代
表
例
が
、
日

本
で
は
い
わ
ゆ
る
「
白
タ
ク
」
と
呼
ば
れ
る

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
だ
。
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
生

ま
れ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
「
リ
フ
ト
」
と

「
ウ
ー
バ
ー
」
が
急
成
長
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
「
グ
ラ
ブ
カ
ー
」、
イ
ン
ド
の
「
オ
ラ
」、

フ
ラ
ン
ス
の
「
ブ
ラ
ブ
ラ
カ
ー
」、
そ
し
て
中

国
に
も
「
デ
ィ
デ
ィ
」
が
誕
生
す
る
な
ど
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
地
域
が
拡
散
し

て
い
る
。
ス
マ
ホ
と
ク
ラ
ウ
ド
の
技
術
の
発

達
と
普
及
に
よ
り
、
時
間
と
価
格
で
効
率
的

な
交
通
手
段
を
消
費
者
自
身
が
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。だ
が
、日
本
を
含
め
て
、

タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
業
界
か
ら
「
違
法
で

あ
り
、
顧
客
に
対
す
る
安
全
性
が
保
障
で
き

な
い
許
し
難
き
行
為
」
と
反
対
の
声
が
多
く
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
国
や
地

域
も
多
い
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し

た
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
は
、
販
売
台
数
の
減

少
に
直
結
す
る
た
め
、
本
来
は
歓
迎
す
べ
き

事
業
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
ク
ル
マ
と
社

会
と
人
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
が
進
む
中
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
も
消
費
者
に
対
し
て
、「
所
有
か

ら
共
有
」
と
い
う
選
択
肢
を
提
供
し
な
け
れ

ば
、
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。

そ
の
実
例
と
し
て
、
G
M
は
今
年
一
月
、
リ

フ
ト
に
五
億
ド
ル（
約
五
五
〇
億
円
）出
資
し
、

三
月
か
ら
G
M
が
所
有
す
る
小
型
S
U
V
を

使
っ
た
「
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ
る
白
タ
ク
」
事

業
を
、
シ
カ
ゴ
を
手
始
め
に
、
今
後
は
全
米

規
模
で
展
開
す
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
四
月
後
半
、
グ
ー
グ
ル
が
リ
フ
ト
、

ウ
ー
バ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
、
ボ
ル
ボ
と
自
動
運

転
に
関
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
立
す
る

と
の
情
報
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
流
れ
た
。

「
ク
ル
マ
の
公
共
化
」
と
い
う
観
点
で
、
自
動

運
転
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
融
合
が
こ
れ
か
ら

加
速
し
そ
う
だ
。

　　
こ
の
ほ
か
、
自
動
車
の
大
革
命
の
重
要
項

目
と
し
て
は
、
中
国
の
通
販
最
大
手
ア
リ
バ

バ
が
進
め
る
、
ク
ル
マ
の
ネ
ッ
ト
通
販
と
、

そ
れ
に
伴
う
保
険
、
ロ
ー
ン
、
再
販
な
ど
に

関
す
る
顧
客
デ
ー
タ
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
、
イ
ス

ラ
エ
ル
が
国
家
戦
略
と
し
て
育
て
る
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
既
存
の
自
動

車
業
界
は
十
分
な
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
自
動
車
産
業
の
大
革
命
が
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
の
か
を
正
確
に
予

測
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。

　
換
言
す
れ
ば
、
中
国
地
域
の
大
企
業
で
あ

れ
、
中
小
企
業
で
あ
れ
、
次
の
時
代
に
向
け

た
事
業
の
「
危
機
と
チ
ャ
ン
ス
」
の
レ
ベ
ル

は
同
じ
だ
。

　
そ
し
て
、
自
動
車
の
大
革
命
期
の
原
点
に

つ
い
て
も
、
み
ん
な
が
同
じ
見
解
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
は
、
環
境
、
日
常
生
活
、
娯
楽
な
ど
、

人
が
生
き
る
上
で
、
ク
ル
マ
が
心
か
ら
感
謝

で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
。

　
中
国
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
生
き
方
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
、

自
動
車
革
命
の
荒
波
に
真
っ
向
勝
負
で
き
る
、

唯
一
の
手
段
だ
と
思
う
。
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「
T
型
の
大
量
生
産
に
よ
り
自
動
車
産
業
に
革

命
を
起
こ
し
た
の
は
、私
の
曽
祖
父
だ
。だ
が
、

今
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ

を
は
る
か
に
凌
ぐ
規
模
の
大
革
命
で
あ
る
」

　
そ
う
言
い
放
っ
た
フ
ォ
ー
ド
会
長
の
ビ
ル
・

フ
ォ
ー
ド
四
世
は
、
壇
上
で
武
者
震
い
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
た

―
。

　
会
場
の
外
は
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
の

米
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
。
毎
年
一
月
中

旬
に
開
催
さ
れ
る
、北
米
国
際
自
動
車
シ
ョ
ー

の
フ
ォ
ー
ド
の
会
見
に
は
、
今
年
も
自
動
車

業
界
の
最
新
ト
レ
ン
ド
を
探
ろ
う
と
メ
デ
ィ

ア
や
業
界
関
係
者
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
詰
め

か
け
た
。
だ
が
、
驚
い
た
こ
と
に
、
舞
台
に

ク
ル
マ
が
登
場
し
た
の
は
会
見
二
五
分
間
中
、

数
分
間
だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
ク
ル
マ
か

ら
の
脱
却
」
を
意
味
す
る
。
フ
ォ
ー
ド
会
長

や
マ
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
社
長
は
、「
世
の
中

に
お
け
る
移
動
の
あ
り
方
」
や
「
企
業
と
し

て
の
社
会
的
な
立
ち
位
置
」
ば
か
り
強
調
し

た
。
そ
う
し
た
大
き
な
く
く
り
の
な
か
に
、

自
動
運
転
、
電
気
自
動
車
（
E
V
）、
そ
し
て

燃
料
電
池
車
な
ど
を
小
さ
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と

し
て
組
み
込
む
と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
目

立
っ
た
。
具
体
的
な
事
業
戦
略
と
し
て
は
、

製
造
販
売
業
か
ら
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の

転
換
を
掲
げ
た
。果
た
し
て
、会
見
の「
ト
リ
」

を
飾
っ
た
の
は
、
新
型
の
ス
ー
パ
ー
ス
ポ
ー
ツ

カ
ー
で
も
、
自
動
運
転
E
V
で
も
な
く
、
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
連

携
す
る
新
し
い
顧
客
サ
ー
ビ
ス
「
フ
ォ
ー
ド
・

パ
ス
」
と
い
う
結
末
だ
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
ド
経
営
陣
が
言
う
よ
う
に
、
自
動

車
業
界
は
今
、
空
前
の
大
革
命
期
に
突
入
し

て
い
る
。
世
界
各
地
で
定
期
的
に
自
動
車
産

業
の
取
材
を
続
け
て
い
る
筆
者
も
、
肌
感
覚

と
し
て
そ
う
思
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
動
車
業
界
に
従
事
す
る
多

く
の
人
が
、
大
革
命
を
予
感
で
き
て
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
旧
態
依
然
と
し
た
「
新
車
売
り

切
り
型
」
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
当
面
は
食
っ
て
い

け
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
そ
れ
を
デ
ー
タ
で
証
明
し
て
み
る
。
国
際

自
動
車
工
業
連
合
会
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四

（
平
成
二
十
六
）
年
の
世
界
自
動
車
保
有
台

数
は
一
二
億
三
六
二
七
万
台
。
こ
れ
を
一
〇
〇

〇
世
帯
あ
た
り
の
保
有
率
で
み
る
と
、
世
界

平
均
は
一
八
〇
台
と
な
る
。
国
別
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
八
〇
八
台
が
最
高
で
、
E
U
が
五

六
九
台
、
日
本
が
六
〇
七
台
で
、
先
進
国
で

は
近
年
、
普
及
率
は
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

一
方
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代

初
頭
に
か
け
て
、
経
済
活
動
が
一
気
に
活
発

化
し
た
新
興
国
で
は
、
中
国
が
一
〇
二
台
、

イ
ン
ド
が
二
二
台
と
ま
だ
か
な
り
低
い
。

　
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
か
ら
二
〇
一

〇（
平
成
二
十
二
）
年
に
か
け
て
、
製
造
・

販
売
の
両
面
で
ア
メ
リ
カ
を
抜
き
世
界
一
と

な
っ
た
中
国
は
、
保
有
台
数
が
一
億
四
二
四

三
万
台
に
達
し
た
。
最
近
で
は
経
済
の
急
減

速
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
自
動
車
普
及
率
で

み
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
八
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
今
後
の
伸
び
し
ろ
は
か
な
り
大
き
い
。

　
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
の
中
国
事
業

担
当
の
幹
部
は
「
外
資
の
製
造
業
に
と
っ
て
、

法
整
備
な
ど
の
面
で
中
国
は
政
府
と
の
付
き

合
い
方
が
難
し
く
、
市
場
の
先
読
み
は
至
難

の
業
だ
。
だ
が
、
潜
在
的
な
購
買
力
が
大
き

い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
中
国

優
先
で
事
業
計
画
を
立
て
る
の
は
当
然
だ
」

と
口
を
揃
え
る
。

　
つ
ま
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
世
界
戦
略

は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
。
人
口
が
多
い
割
に
自

動
車
が
普
及
し
て
い
な
い
国
や
地
域
で
、
本

格
的
な
経
済
発
展
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見

計
ら
う
こ
と
だ
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
チ
ャ
イ

ナ
（
B
R
I
C
s
）
の
次
は
、
タ
イ
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
。
そ
の
先

に
は
、
大
幅
な
人
口
増
が
見
込
ま
れ
て
い
る

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
、
消
費
地
と
し
て
「
未

開
の
大
地
」
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
市
場
へ
。
さ

ら
に
そ
の
先
に
は
、  „
南
極
大
陸
の
ペ
ン
ギ
ン
〞

た
ち
が
待
っ
て
い
る
。そ
れ
が
、大
量
生
産
型
、

か
つ
新
車
売
り
切
り
型
の
既
存
の
自
動
車
産

業
の
末
路
と
な
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
大
量
生
産
の
イ
メ
ー

ジ
で
、
製
造
・
販
売
台
数
が
多
い
者
が
勝

者
。
そ
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
を
続
け
る
自

動
車
産
業
に
と
っ
て
、
大
き
な
課
題
が
環
境

対
策
だ
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
を
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
自

主
的
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
が

提
示
す
る
「
規
制
（
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）」

へ
の
「
適
合
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）」
を
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
の
代
表
例
が
七
〇
年
代
の
米
マ
ス
キ
ー

法
だ
。
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の

除
去
を
目
的
と
し
た
結
果
、
大
排
気
量
の
ア

メ
リ
カ
車
が
死
滅
し
、
小
排
気
量
の
日
本
車

の
販
売
が
急
伸
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
米
国
で
企
業
平
均
燃
費
（
C
A
　

 

É
）
規
制
が
義
務
化
。
そ
の
後
、
九
〇
年
代

に
入
る
と
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
大
気
保

全
委
員
会（
C
A
R
B
）に
よ
る
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ク
ル（
Z
E
V
）法
が
始
ま
り
、

そ
の
影
響
が
欧
州
に
も
広
が
っ
た
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
近
年
に
な
り

E
V
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
そ

し
て
燃
料
電
池
車
の
量
産
車
が
次
々
に
登
場

し
て
い
る
。
自
動
車
各
メ
ー
カ
ー
幹
部
は

「
Z
E
V
法
と
欧
米
C
A
F
É
も
厳
し
い
が
、

中
国
の
C
A
F
É
や
N
E
V
法
へ
の
対
応
で

頭
を
悩
ま
し
て
い
る
」
と
本
音
を
漏
ら
す
。

N
E
V
法
と
は
、
中
国
政
府
が
Z
E
V
法
を

参
考
に
開
発
し
た
ニ
ュ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ヴ
ィ
ー
ク
ル
規
制
法
だ
。

　
つ
ま
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
世
界
各

地
の
規
制
を
横
目
に
、
ペ
ン
ギ
ン
を
目
指
し

て
販
売
台
数
競
争
を
続
け
て
い
る
の
だ
。
燃

料
電
池
車
の
開
発
で
は
、
ト
ヨ
タ
と
B
M
W
、

ホ
ン
ダ
と
G
M
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
す
る
が
、

そ
の
目
的
は
、
効
率
的
な
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
マ
ッ
チ
ン
グ
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
で
は
、
欧
米
中
の
よ
う
な
厳

し
い
エ
コ
カ
ー
規
制
が
な
く
、
経
済
産
業
省

が
次
世
代
車
の
普
及
に
対
す
る
「
達
成
目
標
」

を
提
示
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
日

本
で
の
E
V
や
燃
料
電
池
車
の
普
及
速
度
が

遅
い
の
は
、
こ
れ
が
最
大
の
原
因
だ
。

　
技
術
的
に
は
、
二
次
電
池
や
、
水
素
イ
ン

フ
ラ
な
ど
で
今
後
、
革
命
的
な
発
明
が
生

ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
現
時
点
で

押
し
寄
せ
て
い
る
自
動
車
の
革
命
は
、
こ
う

し
た
分
野
に
関
し
て
で
は
な
く
、
自
動
車
業

界
に
と
っ
て
思
い
も
寄
ら
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
。

　
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
後
半
、
ト

ヨ
タ
が
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
人
工
知
能
の

開
発
拠
点
、ト
ヨ
タ
・
リ
サ
ー
チ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
（
T
R
I
）
を
開
設
す
る
と
発
表
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
、
さ

ら
に
グ
ー
グ
ル
の
人
工
知
能
開
発
の
責
任
者

を
引
き
抜
き
、
総
勢
二
〇
〇
人
規
模
で
五
年

間
の
予
算
が
一
〇
億
ド
ル
（
約
一
一
〇
〇
億
円
）

と
い
う
大
型
投
資
だ
。

　
こ
う
し
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
自
動
車
業

界
と
の
関
わ
り
は
、
過
去
二
〜
三
年
で
急
速

に
深
ま
っ
た
。き
っ
か
け
は
、ア
ッ
プ
ル「
カ
ー

プ
レ
イ
」と
、グ
ー
グ
ル「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド・オ
ー

ト
」
と
い
う
、
車
載
器
と
ス
マ
ホ
と
の
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。
こ
れ
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
、音
楽
、S
N
S
な
ど
、イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
融
合
で

あ
る
「
イ
ン
フ
ォ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、

消
費
者
が
日
頃
使
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
の
機
能

を
、車
内
で
も
利
用
す
る
も
の
。一
見
す
る
と
、

大
し
た
こ
と
に
思
え
な
い
が
、
自
動
車
業
界

に
と
っ
て
は
「
軒
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら
れ

る
」
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ス
マ
ホ
を
通

じ
て
、
車
両
の
走
行
に
関
す
る
デ
ー
タ
な
ど
、

運
転
者
の
行
動
履
歴
と
い
う
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

に
介
入
す
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
だ
。

　
特
に
グ
ー
グ
ル
の
場
合
、
車
載
器
に
関
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム「
オ
ー
プ
ン・
オ
ー
ト
モ
ー

テ
ィ
ブ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
O
A
A
）」
で
、

車
載
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム

（
O
S
）
で
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
採
用
を
明
言
し

て
い
る
。
O
A
A
に
は
現
在
、
自
動
車
ブ
ラ

ン
ド
四
四
社
、
車
載
器
や
半
導
体
メ
ー
カ
ー

二
一
社
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
ト
ヨ
タ
は

「
グ
ー
グ
ル
に
牛
耳
ら
れ
る
こ
と
を
極
力
避
け

た
い
」（
同
社
関
係
者
）
と
し
て
参
画
し
て
い

な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
リ
ナ
ッ
ク
ス
協
会
と

連
携
す
る「
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
・
グ
レ
ー
ド
・

リ
ナ
ッ
ク
ス
（
A
G
L
）」
を
主
導
し
、
グ
ー

グ
ル
を
牽
制
し
て
い
る
状
況
だ
。

　
ク
ル
マ
は
誕
生
し
て
以
来
、
長
き
に
わ
た

り
「
閉
じ
た
空
間
」
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ス

マ
ホ
の
登
場
と
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
高

速
化
・
廉
価
化
に
よ
っ
て
、
ク
ル
マ
が
社
会

と
常
時
つ
な
が
る
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
）
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ク
ル
マ
は
「
大
き

な
通
信
端
末
」
に
な
っ
た
。
自
動
車
産
業
が

考
え
る
「
走
る
・
曲
が
る
・
止
ま
る
」
を
重

ん
じ
る
ク
ル
マ
と
は
、
全
く
別
の
モ
ノ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
自
動
車
業
界
関
係
者
の

多
く
が
「
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
が
わ
れ
わ

れ
の
競
合
者
に
な
る
な
ど
、
夢
に
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
グ
ー
グ
ル
は
、
自
動
運
転
の
実
用
化
に
積

極
的
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、

米
国
防
総
省
の
高
等
研
究
計
画
局

（
D
A
R
P
A
）
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
三
回
開

催
し
た
、
自
動
運
転
賞
金
レ
ー
ス
に
参
加
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
の
大
学
研
究
者
ら

を
引
き
抜
き
、
極
秘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

始
ま
っ
た
。
現
在
、
グ
ー
グ
ル
は
米
連
邦
議

会
や
米
運
輸
省
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
を
通

じ
て
、
自
動
運
転
に
お
け
る
実
質
的
な
国

際
ル
ー
ル
（
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）

の
構
築
を
急
い
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
各
社
も
自
動
運
転
の
開
発
に
注
力
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
グ
ー
グ
ル
が
早
期
の
量
産

化
を
狙
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
機
能
が
な
い
「
完

全
自
動
運
転
」
と
は
、
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
が

か
な
り
違
う
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、

衝
突
軽
減
ブ
レ
ー
キ
や
、
車
線
逸
脱
防
止
な

ど
、
す
で
に
量
産
さ
れ
て
い
る
運
転
支
援
機

能
を
、
車
載
セ
ン
サ
ー
の
高
度
化
や
道
路
イ

ン
フ
ラ
の
通
信
機
器
の
整
備
に
よ
っ
て
、
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
も
の
だ
。
そ
の
中
で
、

半
自
動
運
転
と
、
全
自
動
運
転
を
切
り
替
え

る
「
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
」
を
行
う
。
対
し
て
、

グ
ー
グ
ル
は
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
人
の
た
め
の
乗
り
物
」
と
し
、「
運

転
免
許
が
不
要
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
従
来
の
ク
ル
マ
と
い
う
概
念
よ
り
も
、

公
共
機
関
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
こ
う
し
た
「
ク
ル
マ
の
公
共
化
」
こ
そ
、

自
動
車
大
革
命
の
主
役
だ
。
代
表
例
が
、
日

本
で
は
い
わ
ゆ
る
「
白
タ
ク
」
と
呼
ば
れ
る

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
だ
。
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
生

ま
れ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
「
リ
フ
ト
」
と

「
ウ
ー
バ
ー
」
が
急
成
長
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
「
グ
ラ
ブ
カ
ー
」、
イ
ン
ド
の
「
オ
ラ
」、

フ
ラ
ン
ス
の
「
ブ
ラ
ブ
ラ
カ
ー
」、
そ
し
て
中

国
に
も
「
デ
ィ
デ
ィ
」
が
誕
生
す
る
な
ど
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
地
域
が
拡
散
し

て
い
る
。
ス
マ
ホ
と
ク
ラ
ウ
ド
の
技
術
の
発

達
と
普
及
に
よ
り
、
時
間
と
価
格
で
効
率
的

な
交
通
手
段
を
消
費
者
自
身
が
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。だ
が
、日
本
を
含
め
て
、

タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
業
界
か
ら
「
違
法
で

あ
り
、
顧
客
に
対
す
る
安
全
性
が
保
障
で
き

な
い
許
し
難
き
行
為
」
と
反
対
の
声
が
多
く
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
国
や
地

域
も
多
い
。

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し

た
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
は
、
販
売
台
数
の
減

少
に
直
結
す
る
た
め
、
本
来
は
歓
迎
す
べ
き

事
業
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
ク
ル
マ
と
社

会
と
人
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
が
進
む
中
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
も
消
費
者
に
対
し
て
、「
所
有
か

ら
共
有
」
と
い
う
選
択
肢
を
提
供
し
な
け
れ

ば
、
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。

そ
の
実
例
と
し
て
、
G
M
は
今
年
一
月
、
リ

フ
ト
に
五
億
ド
ル（
約
五
五
〇
億
円
）出
資
し
、

三
月
か
ら
G
M
が
所
有
す
る
小
型
S
U
V
を

使
っ
た
「
レ
ン
タ
カ
ー
に
よ
る
白
タ
ク
」
事

業
を
、
シ
カ
ゴ
を
手
始
め
に
、
今
後
は
全
米

規
模
で
展
開
す
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
四
月
後
半
、
グ
ー
グ
ル
が
リ
フ
ト
、

ウ
ー
バ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
、
ボ
ル
ボ
と
自
動
運

転
に
関
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
設
立
す
る

と
の
情
報
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
流
れ
た
。

「
ク
ル
マ
の
公
共
化
」
と
い
う
観
点
で
、
自
動

運
転
と
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
融
合
が
こ
れ
か
ら

加
速
し
そ
う
だ
。

　　
こ
の
ほ
か
、
自
動
車
の
大
革
命
の
重
要
項

目
と
し
て
は
、
中
国
の
通
販
最
大
手
ア
リ
バ

バ
が
進
め
る
、
ク
ル
マ
の
ネ
ッ
ト
通
販
と
、

そ
れ
に
伴
う
保
険
、
ロ
ー
ン
、
再
販
な
ど
に

関
す
る
顧
客
デ
ー
タ
管
理
ビ
ジ
ネ
ス
、
イ
ス

ラ
エ
ル
が
国
家
戦
略
と
し
て
育
て
る
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
既
存
の
自
動

車
業
界
は
十
分
な
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
、
自
動
車
産
業
の
大
革
命
が
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
る
の
か
を
正
確
に
予

測
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。

　
換
言
す
れ
ば
、
中
国
地
域
の
大
企
業
で
あ

れ
、
中
小
企
業
で
あ
れ
、
次
の
時
代
に
向
け

た
事
業
の
「
危
機
と
チ
ャ
ン
ス
」
の
レ
ベ
ル

は
同
じ
だ
。

　
そ
し
て
、
自
動
車
の
大
革
命
期
の
原
点
に

つ
い
て
も
、
み
ん
な
が
同
じ
見
解
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
は
、
環
境
、
日
常
生
活
、
娯
楽
な
ど
、

人
が
生
き
る
上
で
、
ク
ル
マ
が
心
か
ら
感
謝

で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
。

　
中
国
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
生
き
方
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
、

自
動
車
革
命
の
荒
波
に
真
っ
向
勝
負
で
き
る
、

唯
一
の
手
段
だ
と
思
う
。

桃田 健史〈ももた・けんじ〉
p r o f i l e

ジャーナリスト。1962年東京都生まれ。
世界各地を定期的に巡り、自動車、IT、
エネルギー、高齢者の運転等について取
材。ダイヤモンド社、日経BP社、その他、
自動車関連メディアなどで執筆。レーシン
グドライバーとしての経歴を生かして日本
テレビ等でレース番組解説を行う。著書
に「IoTで激変するクルマの未来」、「アッ
プル、グーグルが自動車産業を乗っとる
日」（共に洋泉社）、「エコカー世界大戦
争の勝者は誰だ？」（ダイヤモンド社）等。

米サンフランシスコで実際にライドシェア大手「リフト」を利用。ドライバーは客をピック
アップする場所をスマホで確認

※

F

写真提供：桃田 健史 ※…Corporate Average Fuel Efficiency の略称。自動車の燃費規制で、車種別ではなくメーカー全体で出荷台数を加味した
　　平均燃費（加重調和平均燃費）を算出し、規制をかける方式。

エ
コ
カ
ー
は
革
命
の
本
命
に
あ
ら
ず

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
勢
の
本
格
参
入

自
動
運
転
と

ラ
イ
ド
シ
ェア
の
融
合

社
会
変
化
を
理
解
す
る

意
識
が
必
須

5 －碧い風 Vol 87／2016.7－ 4－碧い風 Vol 87／2016.7－



■トータルでCO2削減にアプローチ

電気デバイスの導入

クルマそのものの燃費は良いが、値段
が高額で、インフラ整備の必要がある
ため、導入車種・地域が限られる。

電気デバイスより燃費は劣っても、全
車種・全地域に導入ができる。また、会
社として、製品全体かつグローバルに
環境対応にアプローチできる。

EV
PHEV
HEV

後発開発途上国 先進国

車
種
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

内燃機関の改善

SKYACTIV-G
SKYACTIV-D

後発開発途上国 先進国

車
種
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

ピストンのくぼみも高圧縮比化への工夫（SKYACTIV-G）

　
新
型
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
が
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ー
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
を
受
賞
し
、
米
国
環
境

保
護
庁
（
E
P
A
）
燃
費
ト
レ
ン
ド
レ
ポ
ー

ト
の
企
業
平
均
燃
費
値
で
三
年
連
続
総
合
一

位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
マ
ツ
ダ
の
車
が
国
内

外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
そ
う
し
た

好
調
な
マ
ツ
ダ
を
支
え
て
い
る
の
が
、
新
世

代
技
術
「
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
だ
。

　
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
「SK

Y
A
CT
IV
-G

」

で
世
界
一
の
高
圧
縮
比
一
四
・
〇
を
達
成
し
、

燃
費
と
低
中
速
ト
ル
ク
を
従
来
比
で
一
五
％

改
善
し
た
。SK

Y
A
CT
IV
-G

を
初
め
て
搭

載
し
た
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
発
売

の
「
デ
ミ
オ
」
は
、一
〇
・
一
五
モ
ー
ド
で
リ
ッ

タ
ー
三
〇
キ
ロ
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
並
み
の

低
燃
費
で
、
周
囲
を
驚
か
せ
た
。

　
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
着
手
し
た
二
〇
〇

六（
平
成
十
八
）年
ご
ろ
、国
内
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
「
こ
れ
以
上
の
エ
ン
ジ
ン
の
進
化
は

難
し
い
」
と
判
断
し
、
開
発
の
軸
足
を
E
V

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
に
移
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
マ
ツ
ダ
は
な
ぜ
内
燃
機
関

の
技
術
革
新
に
舵
を
切
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
主
な
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
に
は
、
内
燃
機
関

の
高
出
力
・
低
燃
費
化
を
徹
底
的
に
進
め
る

こ
と
が
第
一
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世
界
の
主
流
は
、

C
O2
を
排
出
す
る
火
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
燃

料
採
掘
、
輸
送
な
ど
そ
の
過
程
で
排
出
さ
れ

る
C
O2
を
無
視
し
て
、
自
動
車
走
行
時
の

C
O2
排
出
量
の
み
で
E
V
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
低
減
効
果
を
判
断
し
て
い
い
の
か
と
い

う
疑
問
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
形

態
と
燃
料
源
、
移
動
距
離
の
関
係
を
見
て
い

く
と
、
四
輪
車
は
液
体
燃
料
を
燃
や
し
て
移

動
す
る
の
が
最
も
効
率
的
だ
と
考
え
ら
れ
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
で

あ
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
と
い
え
ば
、
他
社

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
ま
た
、
規
模
の
小
さ

な
マ
ツ
ダ
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
モ
デ
ル
を

造
っ
た
と
し
て
、
C
O2
削
減
に
貢
献
で
き
る

ほ
ど
売
れ
る
の
か
。
そ
れ
よ
り
も
す
べ
て
の

車
種
に
搭
載
で
き
る
内
燃
機
関
を
改
善
し
た

方
が
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
が
あ
っ
た
。

「
ト
ー
タ
ル
で
C
O2
削
減
を
考
え
た
と
き
に
、

わ
れ
わ
れ
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
何
に
取
り
組
む
べ

き
か
を
突
き
詰
め
た
結
果
が
、
内
燃
機
関
の

革
新
で
し
た
。
や
る
と
決
め
た
ら
、
内
燃
機

関
で
世
界
一
に
な
ろ
う
と
。
二
〜
三
％
で
は

な
く
、
数
十
％
の
改
善
に
な
る
よ
う
な
圧
倒

的
な
進
化
を
遂
げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
、

開
発
を
担
当
し
た
専
務
執
行
役
員
の
藤
原
清

志
氏
は
振
り
返
る
。

　
技
術
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
で
重
視
し
た
の
が
、

進
む
べ
き
方
向
を
定
め
、
焦
点
を
絞
っ
た
「
選

択
と
集
中
」
だ
。
エ
ン
ジ
ン
の
効
率
を
改
善

す
る
上
で
の
制
御
因
子
を
導
き
出
し
、
目
指

す
理
想
像
を
描
い
て
改
善
す
べ
き
制
御
因
子

を
定
め
た
。

　SK
Y
A
CT
IV
-G

の
第
一
世
代
で
目
指
し

た
の
は
、
世
界
一
の
高
圧
縮
比
で
あ
る
。
燃

費
改
善
の
た
め
に
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
高

圧
縮
化
す
る
と
、
ノ
ッ
キ
ン
グ
（
異
常
燃
焼
）

が
発
生
し
や
す
く
な
る
。
ノ
ッ
キ
ン
グ
を
抑

え
る
た
め
に
は
、
圧
縮
時
（
燃
焼
前
）
の
混

合
気
温
度
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
…
…
そ
う

し
た
開
発
過
程
で
生
ま
れ
る
課
題
を
一
つ
一
つ

ク
リ
ア
し
て
い
き
、
一
四
・
〇
と
い
う
世
界
一

の
高
圧
縮
比
を
実
現
し
た
。

　
さ
ら
に
、
世
界
最
高
水
準
の
燃
費
と
環
境

性
能
を
持
つ
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
の
が
、

「SK
Y
A
CT
IV
-D

」
だ
。
世
界
一
の
低
圧
縮

比
一
四
・〇
に
よ
り
、
従
来
比
約
二
〇
％
の
燃

費
改
善
を
実
現
し
た
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
は
窒
素
酸
化
物
（
N
OX
）
と
粒
子
状
物
質

（
P
M
）
が
ガ
ソ
リ
ン
よ
り
も
多
く
排
出
さ
れ
、

各
国
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
規
制
の
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
は
、
高
価
な
排
気
ガ
ス
後

処
理
装
置
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、SK

Y
A
CT
IV
-D

は
後
処
理
装
置
な
し
で
欧
州
の

「Euro6

」
や
日
本
の
「
ポ
ス
ト
新
長
期
規
制
」

な
ど
の
排
出
ガ
ス
規
制
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
市
場

が
小
さ
い
た
め
軽
油
を
輸
出
し
て
い
た
が
、

「
本
当
に
環
境
問
題
を
考
え
る
な
ら
、
原
油
の

精
製
過
程
で
ガ
ソ
リ
ン
と
一
定
比
率
で
生
ま

れ
る
軽
油
を
、
C
O2
を
排
出
し
な
が
ら
タ
ン

カ
ー
で
輸
出
す
る
の
で
は
な
く
、
精
製
し
た

地
域
で
使
う
の
が
正
し
い
仕
組
み
で
す
。
だ

か
ら
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
必
ず
開
発

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
藤
原
専
務
は

話
す
。

　
ス
カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
第
二
世
代
は
、
再

来
年
ま
で
に
投
入
開
始
予
定
で
、
現
在
第
三
・

第
四
世
代
の
先
行
研
究
も
進
め
て
い
る
。「
限

界
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
究
極
の
エ
ン
ジ
ン

を
目
指
し
た
い
」
と
さ
ら
な
る
上
を
見
据
え

て
い
る
。

　
内
燃
機
関
の
技
術
革
新
で
世
界
を
驚
か
せ

て
き
た
マ
ツ
ダ
が
、
自
動
運
転
な
ど
次
世
代

自
動
車
の
あ
り
方
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
は
、

世
間
の
関
心
も
高
い
だ
ろ
う
。

「
機
械
を
信
じ
る
か
、
人
間
を
信
じ
る
か
で
、

自
動
運
転
の
扱
い
方
は
大
き
く
変
わ
る
」
と

藤
原
専
務
は
言
う
。
車
と
人
、
地
域
や
社
会

の
あ
り
方
を
考
え
た
と
き
、
常
に
人
間
や
そ

の
能
力
を
尊
重
し
た
い
と
い
う
の
が
同
社
の

哲
学
だ
。

　
さ
ら
に
、
運
転
中
の
病
気
の
発
症
に
よ
る

事
故
な
ど
、
車
の
事
故
防
止
も
急
務
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
こ

そ
、
自
動
運
転
技
術
は
必
要
だ
と
考
え
る
。

「
例
え
ば
、
瞳
孔
運
動
の
セ
ン
シ
ン
グ
や
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
の
踏
み
方
の
感
知
で
運
転
者
の

異
常
を
察
知
し
た
ら
、
全
自
動
運
転
に
切
り

替
わ
り
、
車
が
自
動
で
安
全
な
所
ま
で
行
っ

て
止
ま
る
と
い
う
よ
う
な
技
術
が
で
き
れ
ば

事
故
は
減
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
特
性
を

つ
か
む
の
に
必
要
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
も

今
後
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
し
た
特
性
を
基
準
化
す
る
に
は

国
の
研
究
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
研
究
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
に
向
け
て
自
動

運
転
の
実
用
化
が
期
待
さ
れ
る
中
、
単
な
る

場
所
間
の
移
動
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、「
走
る

歓
び
」
を
掲
げ
る
マ
ツ
ダ
の
動
向
に
も
注
目

し
た
い
。

新型「ロードスター」生産ライン（宇品工場）

藤原清志専務執行役員

世界一の高圧縮比14.0で燃費と低中速トルクを従来比で15％改善した「SKYACTIV-G」

写真提供：マツダ株式会社　◆マツダ株式会社  URL http://www.mazda.co.jp

マ
ツ
ダ
株
式
会
社  
《
広
島
県
府
中
町
》

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
並
み
の
低
燃
費
の
ガ
ソ
リ
ンエン
ジ
ン
、
世
界
一
ク
リ
ー
ン
な
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
で
世
界
を
驚
か
せ
た
マ
ツ
ダ
。
内
燃
機
関
の
圧
倒
的
な
進
化

で
、
究
極
の
エン
ジ
ン
を
目
指
す
。

世
界
一の
内
燃
機
関
を
開
発
し
、

ト
ー
タ
ル
で
C
O2
削
減
に
貢
献

ク
ル
マ
の
近
未
来

特集

理
想
像
を
描
き
、

制
御
因
子
を
定
め
る

ト
ー
タ
ル
で

C
O2
削
減
を
考
え
る

後
処
理
な
し
で
規
制
を
ク
リ
ア

人
間
を
尊
重
し
た
ク
ル
マ
づ
く
り
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■自動車分野医工連携研究会における6分野の活動

快適・五感・安心感
◎温熱快適性の検証
　●走行シーン別の温熱快適性のあり方
　●温熱効果の評価指標（脳波・血流等）
　●効果的な温熱部位（顔・手足）や風量
　●周囲環境（温度・湿度）と温熱刺激効果の関係
◎負担感のなさ（筋、視覚、精神）の検証

NVH・音創り
◎音知覚特性の検証
　●不快な音／快い音　●人の聴覚特性等
◎快い音創り
　●音の発生（入力）メカニズム
　●遮音／車両構造
◎遮音解析実験

脳・認知
◎外界認知と脳活動の検証
　●脳の認知しやすさの評価指標
　●中心・周辺視野特性
　●車速度・昼夜の視認性
　●視界要件の明確化（構造・HMI）

HMI
◎認知・操作のしやすさの検証
　●視覚／触覚等の知覚特性
　●色／大きさ／形状／レイアウト設計
　●新技術（情報通信、表示機器）の検討
　●革新的特性・デザインの明確化

感性・質感・内装
◎断熱性能
◎高級感・広々感（デザイン・機能一体）
◎車室内の部材／形状
　●音と共振吸収
　●表面物理特性／形状と官能との関係
      （脳機能のメカニズム）

電磁波からの人体防護
◎電磁波による人体への影響調査
◎電磁波放射の少ないパワーエレクトロニク
　スの研究
　●電磁シールド
　●電磁波の少ないパワーエレクトロニクス

自動車技術と人間医工学の
融合による新価値創造

新たな指標や
評価方法の確立

乗員にとってより安全で、
より快適で、より環境に優しい

クルマの実現

　
広
島
県
で
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）

年
度
の
文
部
科
学
省
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
採
択
を
き
っ

か
け
に
、「
ひ
ろ
し
ま
医
工
連
携
も
の
づ
く
り

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
こ
の
事
業
は
、
広
島
大
学
霞
キ
ャ
ン
パ

ス
に
整
備
さ
れ
た
貴
重
な
設
備
を
活
用
し
、

地
域
の
産
学
官
が
協
同
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、 

①
地
域
の
戦
略
の
中
核
を
担
う
研
究
者

の
集
積
、 

②
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
、 

③
産
学
官
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、 

④

研
究
設
備
・
機
器
等
の
共
用
化
の
四
つ
の
支

援
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
広
島
県
は
、
自
動
車
や
造
船
な
ど
で
技
術

を
培
っ
た
も
の
づ
く
り
企
業
が
集
積
し
、
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
も
多
い
。

さ
ら
に
、医
学
部
、歯
学
部
、薬
学
部
の
ほ
か
、

大
学
病
院
や
研
究
所
も
持
つ
広
島
大
学
は
、

日
本
で
最
も
多
職
種
の
医
療
人
材
を
輩
出
す

る
人
材
育
成
拠
点
で
あ
る
。
そ
う
し
た
地
域

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
医
工
連
携
に
よ
る
、
人

間
医
工
学
を
応
用
し
た
次
世
代
自
動
車
の
開

発
や
医
療
・
福
祉
機
器
へ
の
展
開
、
さ
ら
に

医
工
連
携
を
担
う
若
手
人
材
の
育
成
を
目
標

に
設
定
。
一
般
的
に
は
医
工
連
携
で
医
療
機

器
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
広
島
県

の
場
合
は
次
世
代
自
動
車
開
発
を
メ
イ
ン
に

し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
む
べ
く
組
織
さ

れ
た
自
動
車
分
野
医
工
連
携
研
究
会
は
、
二

一
の
企
業
や
六
つ
の
大
学
、
カ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
革
新
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支
援
機
関
等
で

構
成
さ
れ
る
。
研
究
会
で
は
、「
快
適
・
五
感
・

安
心
感
」「
N
V
H
・
音
創
り
」「
脳
・
認
知
」

「
H
M
I
」「
感
性
・
質
感
・
内
装
」「
電
磁

波
か
ら
の
人
体
防
護
」
の
六
分
野
で
共
同
開

発
を
行
っ
て
き
た
。

　
研
究
事
例
の
一
つ
が
、
脳
血
流
計
を
用
い

た
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
効
果
の
検
証
で
あ
る
。

ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
効
果
と
は
、
耳
に
聞
こ

え
な
い
高
周
波
音
（20k

〜100kH
z

）
が

基
幹
脳
を
活
性
化
し
、
生
理
・
心
理
・
行
動

反
応
を
引
き
起
こ
す
効
果
で
あ
る
。
拠
点
に

整
備
し
た
光
ト
ポ
ロ
ジ
ー
装
置
を
用
い
て
検

証
研
究
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
帯
域
制
限
音
よ

り
も
広
帯
域
音
（
ハ
イ
レ
ゾ
音
）
の
方
に
左

前
頭
葉
部
の
活
性
化
が
見
ら
れ
、
快
適
な
覚

醒
や
居
眠
り
運
転
防
止
な
ど
に
役
立
つ
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
地
場
企
業
を

中
心
に
、
脳
科
学
や
認
知
心
理
生
理
学
、
音

響
工
学
を
研
究
す
る
大
学
教
授
ら
と
研
究
開

発
態
勢
を
組
み
、
ハ
イ
レ
ゾ
音
響
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
行
っ
た
。
現
在
多
く
の
音
響
メ
ー

カ
ー
で
ハ
イ
レ
ゾ
対
応
製
品
の
販
売
を
開
始

し
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
は
そ
の
先
駆
け
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
高
級
オ
ー
デ
ィ
オ
分
野

に
新
規
参
入
し
た
地
域
の
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ー

カ
ー
で
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年

度
に
家
庭
用
音
響
シ
ス
テ
ム
を
販
売
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
遮
音
解
析
研
究
で
は
カ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

革
新
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
複
数
の
自
動
車

関
連
地
場
企
業
が
参
加
。
レ
ー
ザ
ー
ド
ッ
プ

ラ
ー
振
動
計
、
音
響
イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
計
測

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
使
っ
て
内
外
装
部
品
の
遮

音
に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析
し
、
静
粛
性
、
快

適
性
を
向
上
す
る
最
適
な
形
状
や
新
材
料
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
各
企
業
の
技
術
者
を
集
め
、

一
つ
の
部
屋
で
完
成
車
を
使
っ

て
分
析
す
る
こ
と
で
、
車
全
体

の
振
動
音
の
中
で
、
ド
ア
や
イ

ン
パ
ネ
、
フ
ロ
ア
な
ど
の
部
品

が
各
々
ど
れ
ぐ
ら
い
の
影
響
を

与
え
る
か
の
全
体
像
が
見
え
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
個
別
部
品
の

研
究
開
発
だ
け
で
は
見
え
て
こ

な
い
こ
と
で
す
し
、
自
動
車
全

体
の
評
価
が
で
き
れ
ば
地
場
企

業
が
取
り
扱
っ
て
い
る
部
品
の

性
能
目
標
も
明
確
に
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

他
地
域
で
は
例
が
な
く
、
地

場
企
業
の
み
な
ら
ず
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と

カ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
革
新
セ
ン
タ
ー
の
高
森

勇
治・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
話
す
。

加
え
て
、
計
測
・
解
析
技
術
を
習
得
す
る
機
会

に
も
な
り
、
地
場
企
業
に
と
っ
て
有
用
な
人

材
育
成
の
場
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
地
場
企
業
と
大
学
と
の
共
同
研
究

を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
き
た
高
効
率
省
電
力

空
調
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
は
、
各
種
生
体
計

測
装
置
を
使
い
、
人
間
を
中
心
に
し
た
空
調

の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
や
E
V
車
で
は
空
調
シ
ス
テ
ム
の
消

費
電
力
が
走
行
距
離
に
大
き
く
影
響
す
る
が
、

研
究
に
よ
り
車
内
全
体
の
空
調
で
は
な
く
、

車
室
内
の
人
の
快
適
性
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
で
、
よ
り
快
適
で
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
の

あ
り
方
が
見
え
て
き
た
。

　
ひ
ろ
し
ま
医
工
連

携
も
の
づ
く
り
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
中

で
高
い
評
価
を
受
け

た
研
究
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
い

く
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
成
果

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

だ
。「
た
だ
、
人
間
工

学
や
感
性
工
学
は
人

間
の
研
究
そ
の
も
の
で
も
あ
り
、
十
分
に
体

系
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
『
も
の

づ
く
り
』
に
落
と
し
込
む
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
、

一
つ
一
つ
技
術
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
高
森
氏
は
そ
の
課
題
の
大
き

さ
と
と
も
に
、
課
題
解
決
の
重
要
性
を
説
明

す
る
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の
認
知
判

断
操
作
能
力
の
低
下
に
伴
う
交
通
事
故
が
増

加
す
る
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
も
人

と
ク
ル
マ
の
関
係
性
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ

て
い
る
。
人
間
医
工
学
を
生
か
し
、
安
全
安

心
で
快
適
な
次
世
代
自
動
車
へ
の
技
術
開
発

の
切
り
口
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
も

期
待
さ
れ
る
。

完成車を使った防遮音実験
解析結果例。音の透過（上）と車体パネルの
振動（中・下）の関連性をみる

NVHシミュレータ

脳血流計による計測実験

各企業の技術者が集い、実験を実施

※
1

※
2

写真提供：ひろしま産業振興機構　◆ひろしま産業振興機構 カーテクノロジー革新センター：082（240）7708  URL https://www.hiwave.or.jp/atic

ひ
ろ
し
ま
医
工
連
携

も
の
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業  

《
広
島
県
》

技
術
力
の
あ
る
も
の
づ
く
り
企
業
と
医
療
系
の
研
究
拠
点
が
集
ま
る
広
島
県
で

は
、
安
心
安
全
で
快
適
な
ク
ルマ
を
目
指
し
、
地
域
の
産
学
官
が
協
同
し
、
次
世

代
自
動
車
の
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
。

※1 NVH…Noise（騒音）、Vibration（振動）、Harshness（乗り心地）に関する総称　※2 HMI…Human Machine Interface の略称。人間と機械の接点

人
間
工
学
と
医
学
を
組
み
合
わ
せ

安
全
で
快
適
な
自
動
車
を
開
発

ク
ル
マ
の
近
未
来

特集

六
つ
の
分
野
で
共
同
開
発

医
工
連
携
で

次
世
代
自
動
車
を
開
発

ク
ル
マ
全
体
の
研
究
で

部
品
の
設
定
目
標
が
明
確
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
い

も
の
づ
く
り
へ
の
応
用
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■実証実験車の駆動システム

i-MiEV（ベース車） OVEC-TWO

ドライブシャフト

前
輪

前
輪

後
輪

後
輪 アウターロータ式

モータ
（インホイール）

前
輪

前
輪

後
輪

後
輪

OVEC-TWOでは不要な部品 開発部品

EV-ECU
（制御ECU）

インナーロータ式モータ
（オンボード）

インバータ
●モータ制御基板
●パワーモジュール
●冷却システムなど

減速機

EV-ECU
（制御ECU）

DVCU
（運動制御ECU）

インバータ
●MCU（モータ制御基板）
●パワーモジュール
●冷却システムなど

　
約
三
万
点
の
部
品
か
ら
構
成
さ
れ
る
ガ
ソ

リ
ン
車
に
比
べ
、
電
気
自
動
車
（
E
V
）
の

部
品
数
は
そ
の
半
分
と
い
わ
れ
て
い
る
。

C
O2
排
出
の
規
制
強
化
を
背
景
に
、
E
V
な

ど
へ
の
シ
フ
ト
が
進
む
中
で
、
次
世
代
自
動

車
へ
の
対
応
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な

く
、
関
連
す
る
部
品
企
業
に
も
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
三
菱
自
動
車
工
業
水
島
製
作
所
が
立
地

し
、
県
内
に
約
五
〇
〇
社
の
自
動
車
関
連
企

業
が
あ
る
岡
山
県
に
お
い
て
も
、
そ
の
対
応

の
必
要
性
は
広
く
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
産
学
官
が
一
体

と
な
っ
て
技
術
開
発
を
進
め
る
「
お
か
や
ま

次
世
代
自
動
車
技
術
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
、「SIM

-D
rive

」へ
の
参
画
だ
。SIM

-
D
rive

は
、
E
V
の
研
究
・
開
発
を
進
め
る

清
水
浩
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
（
当
時
）
が

立
ち
上
げ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
、
複
数
の

企
業
が
参
加
し
、
清
水
氏
が
開
発
し
た
イ
ン

ホ
イ
ー
ル
モ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
先
行
開
発
車

を
開
発
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
号
の
開
発
に

は
い
す
ゞ
自
動
車
な
ど
三
四
の
事
業
体
が
参

加
し
、
岡
山
県
も
地
元
企
業
と
共
同
で
参
加

し
た
。
第
一
号
の
「SIM

-LE
I

」
が
二
〇
一

一（
平
成
二
十
三
）年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
後
、

四
月
に
お
か
や
ま
次
世
代
自
動
車
技
術
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
（
O
V
E
C
）
が
設
置
さ
れ
、

六
月
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
O
V
E
C
が
運
営
母

体
と
な
っ
て
、
大
学
や
外
部
専
門
家
、
専
門

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
技
術
指
導
・
支
援
、
三
菱

自
動
車
工
業
やSIM

-D
rive

か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
公
募
し
た
県
内
も

の
づ
く
り
企
業
一
六
社
と
事
業
を
推
進
し
た
。

E
V
そ
の
も
の
の
開
発
で
は
な
く
、
そ
の
製

作
を
通
し
て
企
業
が
新
製
品
・
新
技
術
の
開

発
を
進
め
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　
こ
う
し
て
、
二
〇
一
一
年
か
ら
の
第
一
期
で

で
き
上
が
っ
た
試
作
車
が
「O

V
EC-O

N
E

」

で
あ
る
。「
ギ
ャ
ラ
ン
　
フ
ォ
ル
テ
ィ
ス
」
を

ベ
ー
ス
車
両
に
、
ア
ウ
タ
ー
ロ
ー
タ
式
ダ
イ

レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
ホ
イ
ー
ル
モ
ー
タ

の
四
輪
駆
動
車
を
開
発
し
た
。

　
従
来
の
E
V
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
車
の
エ
ン
ジ

ン
位
置
に
モ
ー
タ
を
設
置
し
、
ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ

フ
ト
を
介
し
て
、
モ
ー
タ
の
力
を
タ
イ
ヤ
に

伝
え
る
。
そ
れ
に
対
し
イ
ン
ホ
イ
ー
ル
モ
ー

タ
は
、
車
輪
の
中
に
モ
ー
タ
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
モ
ー
タ
の
力
が
直
接
車
輪
に
つ
な
が

り
、
緻
密
な
制
御
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、

駆
動
系
に
起
因
す
る
レ
イ
ア
ウ
ト
上
の
制
約

が
少
な
い
た
め
、
車
両
設
計
の
自
由
度
が
高

い
の
も
特
長
だ
。

　O
V
E
C
-O
N
E

で
は
、
四
輪
の
駆
動
力
を

独
立
に
制
御
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
や
、
運

転
操
作
（
ア
ク
セ
ル
、
ブ
レ
ー
キ
、
ハ
ン
ド
ル
）

と
車
両
挙
動
（
車
体
の
角
速
度
、
加
速
度
、

車
速
）
に
応
じ
て
、
各
輪
に
必
要
な
駆
動
力

の
値
を
設
定
し
、
そ
の
実
行
を
イ
ン
バ
ー
タ

に
指
令
す
るD

rive E
C
U

を
大
学
と
共
同

開
発
。
ま
た
、D

rive E
C
U

か
ら
の
ト
ル

ク
指
令
を
受
け
て
、
所
要
の
ト
ル
ク
を
出
力

す
る
モ
ー
タ
制
御
E
C
U
や
駆
動
用
イ
ン

バ
ー
タ
も
開
発
し
た
。

　
イ
ン
ホ
イ
ー
ル
モ
ー
タ
は
、
汎
用
性
を
高

め
る
た
め
、
一
六
イ
ン
チ
ホ
イ
ー
ル
に
装
着

可
能
な
薄
型
構
造
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
、

外
側
に
磁
石
を
配
置
し
て
外
側
を
回
転
さ
せ

る
ア
ウ
タ
ー
ロ
ー
タ
式
の
ダ
イ
レ
ク
ト
ド
ラ

イ
ブ
に
す
る
こ
と
で
、
熱
の
発
生
が
抑
え
ら

れ
、
磁
石
に
お
け
る
レ
ア
ア
ー
ス
・
レ
ア
メ

タ
ル
な
ど
の
含
有
量
を
ゼ
ロ
に
し
た
。

「
モ
ー
タ
の
開
発
は
非
常
に
難
し
い
た
め
、
当

初
は
買
っ
て
き
た
も
の
を
使
う
と
い
う
話
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
モ
ー
タ
、
イ
ン
バ
ー

タ
、
シ
ス
テ
ム
も

す
べ
て
O
V
E
C

で
開
発
し
ま
し
た
。

交
流
で
回
転
す
る

同
期
モ
ー
タ
が
難

し
い
の
は
わ
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
モ
ー
タ
が

回
転
し
、
車
を
ス

ム
ー
ズ
に
走
ら
せ

る
ま
で
は
大
変
な

道
筋
で
し
た
」
と

吉
田
寛
セ
ン
タ
ー
長
は
振
り
返
る
。

　
開
発
さ
れ
たO

V
E
C
-O
N
E

は
自
動
車

技
術
の
展
示
会
で
も
反
響
が
あ
り
、
多
方
面

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。
そ
う
し
た
成
果

が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）

年
よ
り
、第
二
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　
第
二
期
で
は
、
引
き
続
き
O
V
E
C
が
試

作
E
V
「O

V
E
C
-T
W
O

」
の
基
本
計
画
・

設
計
・
製
作
を
行
い
、
O
N
E
の
開
発
で
培
っ

た
イ
ン
ホ
イ
ー
ル
モ
ー
タ
車
の
技
術
を
小
型
・

軽
量
の
軽
自
動
車
に
適
用
し
て
実
用
化
を
目

指
す
と
と
も
に
、
次
世
代
自
動
車
に
求
め
ら

れ
る
軽
量
化
、
高
性
能
化
、
低
コ
ス
ト
化
な

ど
の
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ベ
ー
ス
車

両
に
は
、
軽
の
E
V
「i-M

iE
V

」
を
使
用
。

ボ
デ
ー
構
造
は
、
従
来
の
製
造
ラ
イ
ン
の
も

の
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
よ
う
に
し
、
イ
ン
ホ

イ
ー
ル
モ
ー
タ
に
す
る
こ
と
で
車
の
重
心
を

下
げ
、
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
容
量
を
一
〇
％

程
度
増
強
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
床
下
の

レ
イ
ア
ウ
ト
で
生
み
出
し
た
。

　
運
動
制
御
シ
ス
テ
ム
も
、
こ
れ
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
駆
動
輪
に
一
つ
ず
つ
あ
っ
た
イ
ン
バ
ー

タ
を
ま
と
め
て
一
つ
に
し
、
軽
量
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
実
現
。
ア
ウ
タ
ー
ロ
ー
タ
式
イ
ン
ホ

イ
ー
ル
モ
ー
タ
も
一
五
イ
ン
チ
ホ
イ
ー
ル
に
装

着
可
能
な
外
径
サ
イ
ズ
と
し
た
。
極
限
ま
で

コ
ギ
ン
グ
ト
ル
ク
を
抑
え
、
滑
ら
か
な
連
続

性
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
モ
ー
タ

は
多
く
の
引
き
合
い
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
他
、
リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
電
装
品
・

シ
ャ
シ
ー
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
な
ど
、
実
用
性

を
重
視
し
た
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
六
（
平

成
二
十
八
）
年
で
最
終
年
度
と
な
る
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
が
参
加
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
特
に
人
材
育
成
、
ひ
い
て
は
提
案

型
企
業
へ
の
進
展
に
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た

と
安
部
晃
事
務
局
長
は
話
す
。

「
部
品
を
製
造
す
る
企
業
は
、
与
え
ら
れ
た
図

面
に
対
し
早
く
安
く
部
品
を
つ
く
る
と
い
う

の
が
仕
事
の
進
め
方
で
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
３
D
C
A
D
を
操
っ
て
自
分
た
ち

で
設
計
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
社
で
製
造

す
る
部
品
だ
け
で
な
く
、
組
み
合
わ
せ
る
部

品
の
こ
と
も
考
え
る
た
め
、
視
野
が
広
が
り

ま
す
。
提
案
型
企
業
を
目
指
す
上
で
非
常
に

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
企
業

同
士
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
あ
が
り
、
新

し
い
取
引
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
相
乗
効
果
も

見
ら
れ
た
。
技
術
力
の
高
い
企
業
が
集
ま
り
、

裾
野
が
広
い
自
動
車
産
業
に
お
い
て
、
新
た

な
可
能
性
を
見
い
だ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

な
っ
て
い
る
。

通信系を最終調整

実用性を重視した「OVEC-TWO」

「人とくるまのテクノロジー展2015」に出展

※

アウターロータ式
インホイールモータ

写真提供：おかやま次世代自動車技術研究開発センター　◆おかやま次世代自動車技術研究開発センター：086（286）9692  URL http://www.optic.or.jp/ovec

県
内
企
業
と
共
同
で
E
V
を
試
作
し

新
製
品・新
技
術
を
開
発

お
か
や
ま
次
世
代
自
動
車
技
術
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

《
岡
山
県
》

岡
山
県
で
は
、
県
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
と
産
学
官
が
連
携
し
、
電
気
自
動
車
の

試
作
を
通
じ
て
新
製
品
・
新
技
術
を
開
発
す
る
プ
ロ
ジェク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
、
人
材
育
成
な
ど
、
開
発
を
通
じ
て
企
業
の
新
た
な
可
能

性
を
引
き
出
し
て
い
る
。

※コギングトルク…モータにおいて電機子と回転子との磁気的吸引力が回転角度に依存して細かく脈動する現象

ク
ル
マ
の
近
未
来

特集

次
世
代
自
動
車
へ
の

対
応
が
急
務

実
用
性
を
重
視
し
た

OVEC-TW
O

提
案
型
企
業
へ

モ
ー
タ
を
一
か
ら
開
発

11 －碧い風 Vol 87／2016.7－ 10－碧い風 Vol 87／2016.7－



目

指

センサ

駆動機器

組み立てツール
ロボット

要素技術
組み立てライン安全機器

　
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
創
業
し
た
株

式
会
社
ヒ
ロ
テ
ッ
ク
は
、
ド
ア
な
ど
の
フ
タ

物
部
品
の
製
造
、
自
動
車
排
気
系
部
品
の
製

造
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
品
の
生
産
設
備

製
造
を
事
業
の
柱
と
し
、
金
型
・
設
備
生
産

工
場
と
部
品
生
産
工
場
の
両
方
を
備
え
た
、

日
本
で
も
数
少
な
い
企
業
の
一
つ
だ
。

　
近
年
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
事
業
に
取

り
組
み
、
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
自
社
工
場

に
も
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
。「
二
四
時

間
三
六
五
日
稼
働
」
を
目
標
に
、
究
極
的

に
は
無
人
稼
働
を
目
指
し
た
い
と
先
進
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
に
参
入
し
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
川
野
和
彦
取
締
役
技
術
本
部
本
部
長

は
、「
他
社
に
生
産
設
備
を
売
る
た
め
に
は
、

自
分
た
ち
が
最
先
端
の
こ
と
を
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
。
そ
の
た
め
ロ
ボ
ッ
ト
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
」
と
語
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
に
初
め
て
導
入
し
た
と
き

は
、
ま
だ
ロ
ボ
ッ
ト
は
高
価
で
、
精
度
や
機

能
面
も
十
分
で
な
く
、
あ
ま
り
導
入
が
進
ま

な
か
っ
た
。
九
〇
年
代
に
入
り
、
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
、
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
が
進
ん
で
、

急
激
に
台
数
が
増
加
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は

位
置
や
速
度
を
自
動
制
御
で
き
る
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
の
進
化
に
伴
っ
て
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
し
、
二
〇
〇
五
（
平
成

十
七
）
年
の
本
社
工
場
の
移
転
を
き
っ
か
け

に
一
気
に
導
入
が
進
ん
だ
。
現
在
で
は
ヒ
ロ

テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
全
体
で
一
〇
〇
〇
台
以
上
が

稼
働
し
て
い
る
。

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
事
業

は
、
自
動
車
部
品
の
量
産
ビ
ジ
ネ
ス
と
、
生

産
設
備
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
部

品
を
量
産
す
る
た
め
の
金
型
、
組
み
立
て
ラ

イ
ン
の
構
想
か
ら
設
計
、
製
作
、
立
ち
上
げ

ま
で
を
す
べ
て
自
社
で
行
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

活
用
し
た
自
動
化
ラ
イ
ン
を
世
界
中
の
メ
ー

カ
ー
に
販
売
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
無
人
稼
働
を
目
指
す
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
計
画
さ
れ
た
本
社
工
場
は
、
大

き
く
、
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
、
自
動
倉
庫
、
組
み

立
て
ラ
イ
ン
、
出
荷
と
い
う
流
れ
で
ゾ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
と
組
み

立
て
ラ
イ
ン
の
間
に
自
動
倉
庫
が
あ
る
の
は
、

両
者
の
生
産
ス
ピ
ー
ド
が
大
き
く
異
な
る
か

ら
だ
。
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
が
一
分
間
で
一
〇
〜
二

〇
台
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
、
組
み
立
て

ラ
イ
ン
は
一
分
間
で
一
台
ほ
ど
。
そ
の
た
め
中

間
で
在
庫
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ラ
イ
ン
で
は
、
運
搬
作
業
や
繰
り
返
し
作

業
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
徐
々
に
置
き
換
わ
り
、
現

在
で
は
ラ
イ
ン
の
端
で
行
わ
れ
て
い
る
検
査

な
ど
を
除
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
は
、
メ
ー
カ
ー

が
製
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
、
ユ
ー
ザ
ー
の
生

産
ラ
イ
ン
に
入
れ
る
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
と
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た

り
、
ラ
イ
ン
と
の
最
適
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
す
る
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー

（SIer

）
が
必
要
と
な
る
。
同
社
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
と
最
先
端
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
、
こ
の

SIer

の
先
進
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
例
の
一
つ
が
、
プ

レ
ス
ラ
イ
ン
の
ロ
ボ
ッ
ト
自
動
パ
レ
タ
イ
ズ

だ
。
コ
ン
ベ
ア
で
流
れ
て
き
た
部
品
を
カ
メ

ラ
で
認
識
し
、
パ
レ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
く
。

「
カ
メ
ラ
の
有
無
は
コ
ス
ト
に
大
き
く
関
わ
る

た
め
、
現
在
カ
メ
ラ
を
極
力
使
わ
な
い
ロ
ボ
ッ

ト
の
設
計
・
製
作
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
生
産
技
術
研
究
所
の
髙
橋
和
良
所
長
は
説

明
す
る
。

　
排
気
系
部
品
の
ラ
イ
ン
で
は
、
中
央
上
部

に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
が
、
コ
ン
ベ
ア
を
流

れ
る
部
品
を
撮
り
、
位
置
の
ず
れ
を
補
正
す

る
。

　
ス
ポ
ッ
ト
打
点
の
多
い
パ
ー
ツ
の
組
み
立

て
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
正
確
さ
が
特
に
有
用
な

作
業
の
一
つ
だ
。
人
間
の
場
合
、
打
点
位
置

が
安
定
し
な
い
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
場
合
は
繰

り
返
し
作
業
に
優
れ
て
い
る
た
め
、
正
確
に

打
点
で
き
る
。

　
ま
た
、
プ
レ
ス
機
に
瞬
時
パ
ネ
ル
を
入
れ

込
む
な
ど
人
間
で
は
難
し
い
行
為
や
、
失
明

の
恐
れ
が
あ
る
レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
危
険
な
作

業
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

と
い
え
る
。

　
一
方
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

の
が
、
部
品
セ
ッ
ト
や
検
査
な
ど
の
分
野
だ
。

現
状
で
は
人
の
目
に
勝
る
検
査
の
設
備
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
髙
橋
所
長
は
、
無
人
稼
働
に
向
け
て
の
課

題
と
し
て
、「
目
（
部
品
の
認
識
、
検
査
）、

指
（
汎
用
ハ
ン
ド
、
把
握
力
）、
頭
脳
（
制
御

技
能
）」
を
挙
げ
る
。
無
人
化
に
向
け
て
は
、

部
品
セ
ッ
ト
の
自
動
化
、
検
査
の
自
動
化
が

キ
ー
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
自
動
化
も
徐
々
に
実

現
し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）

年
一
二
月
開
催
の
2
0
1
5
国
際
ロ
ボ
ッ
ト

展
で
は
、
自
動
車
部
品
外
観
検
査
シ
ス
テ
ム

を
出
展
し
た
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
カ
メ
ラ

で
溶
接
検
査
、
部
品
有
無
の
確
認
、
タ
グ
認

識
、
文
字
読
み
取
り
を
行
い
、
力
覚
セ
ン
サ

で
探
り
当
て
た
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
位
置
情
報
で
検

査
、
さ
ら
に
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
サ
で
寸
法
を
計

測
す
る
。

　
I
o
T（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）や
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
活
用
、
ス
マ
ー
ト
工
場
化
な
ど
が

声
高
に
叫
ば
れ
る
今
、
自
動
車
だ
け
で
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
づ
く
り
に
変
化
が
訪
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

「
人
間
に
代
わ
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
る

の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ

れ
自
身
が
開
発
す
る
べ
き
」
と
川

野
本
部
長
が
語
る
通
り
、
同
社
も

よ
り
一
層
技
術
開
発
に
注
力
し
て

い
く
姿
勢
だ
。

　
二
〇
一
五
年
に
は
、
生
産
技
術

研
究
所
を
設
置
し
、
素
材
、
接
合
、

金
型
の
研
究
室
に
加
え
、ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
や
情
報
技
術
の
研
究
室
も
設

け
た
。
同
研
究
所
で
は
も
の
づ
く

り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
要

素
技
術
の
開
発
、
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
、

製
造
業
に
お
け
る
I
o
T
の
活
用
、
人
材
育

成
（
開
発
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
、
I
T
な
ど
）

を
課
題
に
挙
げ
る
。

　
ま
た
、同
社
は「
ひ
ろ
し
ま
生
産
技
術
の
会
」

の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
社
で
も
あ
る
。
同
会

は
世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
「
も
の
づ
く
り
」
技

術
の
確
立
や
、
二
四
時
間
三
六
五
日
無
人
稼

働
ラ
イ
ン
・
工
場
の
実
現
な
ど
を
目
的
に
設

立
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
二
〇
を
超
え
る
企

業
が
正
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
二
〇

一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
は
、
無
人
稼

働
生
産
ラ
イ
ン
の
実
現
に
向
け
、課
題
と
な
っ

て
い
る
部
品
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
の
自
動
化
を
解

決
す
る
べ
く
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
広

島
県
立
総
合
技
術
研
究
所
と
連
携
し
、
地
場

企
業
四
社
で
共
同
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促
進
に
は

SIer

の
育
成
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、
県

内
のSIer

の
さ
ら
な
る
誕
生
も
期
待
さ
れ

る
。

ラインのほとんどをロボットが占める

カメラでパレットの位置を認識し、部品を入れていく

■システム・インテグレーター（SIer）の役割
ピッキング、パレタイズをはじめ、ロボットによる無人化生産システムを構築

無人搬送車が
工場内を走る

写真提供：株式会社ヒロテック　◆株式会社ヒロテック：082（941）7800  URL http://www.hirotec.co.jp

株
式
会
社
ヒ
ロ
テ
ッ
ク 
《
広
島
市
》

自
動
車
の
ド
ア
や
排
気
系
部
品
の
生
産
お
よ
び
金
型
、
生
産
設
備
の
製
造
を
主
な

事
業
と
す
る
ヒ
ロ
テ
ッ
ク
。
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
と
最
先

端
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
自
ら
推
進
し
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

二
四
時
間
三
六
五
日
稼
働
を
目
指
す

ク
ル
マ
の
近
未
来

特集

ロ
ボ
ッ
ト
と

最
先
端
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

シ
ス
テ
ム・イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

最
先
端
の
設
備
を
自
ら
使
う

部
品
セ
ッ
ト
、

検
査
の
自
動
化
が
課
題

も
の
づ
く
り
産
業
の
変
化
に
対
応
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企
業
家

群

　像

地
域
に
生
き
る

井上 浩〈いのうえ・ひろし〉
p r o f i l e

1960（昭和35）年島根県松江市生まれ。福岡大学工学部機械工学科卒業。
1997（平成9）年有限会社ネットワーク応用通信研究所を設立。2001（平成
13）年に株式会社に改組。従業員数約60名、売上高5億9,000万円

文：城市 奈那    写真撮影：赤山 シュウ（鳥取県境港市在住）

株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
応
用
通
信
研
究
所

　代
表
取
締
役

　井
上 

浩 

《
島
根
県
松
江
市
》

高
い
技
術
力
で
大
資
本
と
対
等
に
勝
負

I
T
の
ま
ち
へ

機
械
設
計
か
ら
I
T
の
世
界
へ

コ
ー
ド
を
公
開
し
、自
由
に
利
用

で
き
る「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
」

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
R
u
b
y
」
を
活

用
し
た
産
業
振
興
で
、
近
年
は
I
T
の
ま
ち

と
し
て
も
知
ら
れ
る
島
根
県
松
江
市
。

R
u
b
y
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
、
数
十
社

も
の
I
T
企
業
が
県
内
に
立
地
す
る
な
ど
、

ま
す
ま
す
の
発
展
を
見
せ
て
い
る
。

　
そ
の
大
き
な
う
ね
り
の
始
ま
り
は
、
今
か
ら

約
二
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
県
内
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
八
名
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
使
っ

た
シ
ス
テ
ム
開
発
の
会
社
が
立
ち
上
が
っ
た
。

「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
会
社
を
起
こ
す
な
ん
て
、

当
時
は
と
ん
で
も
な
い
話
。
何
を
考
え
て
い

る
ん
だ
と
周
囲
は
思
っ
た
の
で
は
」
と
、
企

業
家
は
回
想
す
る
。
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
応
用
通
信
研
究
所
の
井
上
浩
社
長
だ
。

　
松
江
市
玉
湯
町
玉
造
に
生
ま
れ
た
井
上
社
長

は
、
福
岡
大
学
の
機
械
工
学
科
を
卒
業
後
、

機
械
加
工
会
社
に
就
職
し
た
。
し
か
し
、
機
械

設
計
の
物
理
的
な
制
約
を
窮
屈
に
感
じ
、
I
T

の
世
界
に
入
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
仕

事
と
は
別
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
機
械
設
計
に
は
な
い
自
由
に
惹
か
れ
た
。

「
自
分
が
考
え
た
こ
と
が
画
面
上
で
形
に
な
っ

て
動
い
て
く
れ
る
。
自
分
の
想
像
を
具
現
化

し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
世
界
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
」

　
機
械
加
工
会
社
を
辞
め
た
後
、
大
手
総
合

I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
販
売
会
社
に
入
社
し
た
。

井
上
社
長
は
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
び
、
そ
の
後
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
、
東
京
や
大
阪
で
勤
務
し
た
。

　
I
T
と
い
う
と
機
械
を
相
手
に
し
た
仕
事

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働

く
上
で
実
感
し
た
の
は
、「
人
の
話
を
聞
い
て

理
解
す
る
」
と
い
う
人
間
の
基
礎
的
な
能
力

の
大
切
さ
だ
。

「
例
え
ば
車
な
ら
、
ニ
ー
ズ
が
車
種
ご
と
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
場
合
は
、

車
種
と
車
種
の
間
で
い
く
ら
で
も
車
が
作
れ
て

し
ま
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
い
く
ら
ぐ
ら
い
の
車

が
欲
し
い
か
、
ど
ん
な
シ
ー
ト
が
い
い
か
な
ど
、

お
客
さ
ま
の
要
望
を
聞
い
て
、
自
分
で
具
体

化
し
て
作
っ
て
い
く
。
聞
い
て
理
解
す
る
と
い

う
能
力
が
、
一
番
大
事
な
ん
で
す
」
と
話
す
。

　
一
九
八
六（
昭
和
六
十
一
）年
に
松
江
に
戻
っ

て
か
ら
は
、
地
元
の
シ
ス
テ
ム
会
社
で
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た
。
世
の
中

は
バ
ブ
ル
景
気
で
華
や
か
だ
っ
た
が
、「
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
世
界
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
」

と
、
井
上
社
長
は
笑
う
。

　
順
調
に
仕
事
を
続
け
て
い
た
が
、
転
機
が

訪
れ
る
。
玉
造
の
ゴ
ル
フ
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
し
て
い
た
母
親
が
倒
れ
、
一
九
九
二
（
平

成
四
）
年
に
急
き
ょ
そ
の
職
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
以
後
五
年
間
、
支
配
人
と
し

て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
好
景
気
で
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
も
年
々
増

加
し
、
忙
し
い
日
々
が
続
い
た
が
、
バ
ブ
ル
崩

壊
を
迎
え
て
か
ら
は
一
転
し
て
利
用
者
が
減

少
。
日
本
が
変
革
期
を
迎
え
た
こ
の
こ
ろ
、

I
T
の
世
界
で
も
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
伴
っ
て
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

開
発
が
急
速
に
広
ま
っ
た
。
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が

非
公
開
の
商
用
ソ
フ
ト
に
対
し
、
ソ
ー
ス
を

取
得
、
変
更
、
再
配
布
で
き
る
の
が
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
だ
。
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は

九
〇
年
代
後
半
に
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
も
、世
界
的
に
普
及
し
た
の
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
学
生
、
リ
ー
ナ
ス
・
ト
ー
バ
ル
ズ

が
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
開
発
し
た
基
本

ソ
フ
ト
、「
L
i
n
u
x
」
だ
。
L
i
n
u
x
は
、

開
発
途
中
の
ベ
ー
タ
版
を
リ
リ
ー
ス
し
、
多
く

の
開
発
者
が
パ
ッ
チ
（
修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
や

バ
グ
報
告
を
ト
ー
バ
ル
ズ
に
届
け
て
改
良
す
る

と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
開
発
が
進
ん
で

い
っ
た
。

　
L
i
n
u
x
は
世
界
中
の
人
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
が
、井
上
社
長
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
県

内
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士
で
、「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
を
使
っ
て
商
売
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
話
が
浮
上
し
た
。

　
そ
し
て
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
、
有

限
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
応
用
通
信
研
究
所
を

設
立
す
る
。一
緒
に
立
ち
上
げ
た
八
人
の
う
ち
、

経
営
の
経
験
が
あ
る
の
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
支

配
人
だ
っ
た
井
上
社
長
だ
け
と
い
う
理
由
で
、

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
会
社
を
起
こ
す
な
ん
て
、

と
ん
で
も
な
い
話
」
と
井
上
社
長
が
述
懐
す

る
の
は
、当
時
、そ
う
い
う
会
社
は
全
く
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
大
手
総
合
ベ
ン
ダ
ー
は
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
や
オ
ラ
ク
ル
な
ど
大
手
の
商
用
ソ

フ
ト
を
使
用
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
納
め
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
す
で

に
あ
る
商
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
方
が
、
ベ
ー
ス

以
外
の
と
こ
ろ
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
注
力
で
き
る

た
め
、
時
間
も
大
幅
に
短
縮
で
き
、
効
率
的

で
あ
る
。

　
た
だ
、
商
用
ソ
フ
ト
を
使
う
と
、
開
発
会

社
の
都
合
で
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
上
げ
ら
れ
、
そ
の

対
応
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
必
要
に
な
る
事
態

も
発
生
し
得
る
。
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
パ
ソ
コ

ン
を
買
い
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
X
P
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
も
、
そ
の
一
例
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

「
結
局
こ
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
は
、

ユ
ー
ザ
ー
で
す
。そ
れ
に
対
し
、オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
な
ら
変
え
な
い
ま
ま
使
う
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
適
正
価
格
も
見

え
、ユ
ー
ザ
ー
本
位
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
ま
す
」

　
そ
の
半
面
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
生
命
線
と
な
る
の
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の

技
術
力
だ
ろ
う
。

「
商
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
の
で
は
、
既
存
の
大

資
本
に
は
全
く
か
な
わ
な
い
し
、
結
局
そ
の

下
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

で
も
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
な
ら
、
技
術
力
が

あ
れ
ば
大
企
業
の
向
こ
う
を
張
っ
て
商
売
が

で
き
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、

商
用
ソ
フ
ト
で
は
な
く
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
に
こ

だ
わ
っ
て
商
売
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
わ
れ

わ
れ
の
原
点
で
し
た
」

　
会
社
設
立
当
初
は
、
当
時
急
増
し
て
い
た

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
、
L
i
n
u
x
を
使
っ
て
設

定
し
た
サ
ー
バ
ー
を
売
っ
て
い
た
。
オ
ー
プ
ン

ソ
ー
ス
と
い
う
言
葉
を
お
客
さ
ん
に
伝
え
て

も
、
誰
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
が
、
あ
る
商
談
で
会
社
の
状
況

が
大
き
く
変
わ
る
。「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を

使
っ
て
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
を
つ
く
り
た
い
」
と

い
う
日
本
医
師
会
か
ら
の
依
頼
だ
っ
た
。

　
通
常
、
診
療
が
終
わ
る
と
診
療
費
の
三
割

は
患
者
が
支
払
い
、
残
り
の
七
割
は
保
険
者

に
請
求
さ
れ
る
が
、
レ
セ
プ
ト
は
こ
の
七
割
分

の
診
療
報
酬
明
細
書
を
指
す
。
レ
セ
プ
ト
を

作
成
・
集
計
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
よ
び
ソ

フ
ト
は
レ
セ
コ
ン
と
呼
ば
れ
、
レ
セ
コ
ン
メ
ー

カ
ー
は
国
内
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
の
シ
ス
テ

ム
価
格
が
割
高
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
医
師

会
で
は
レ
セ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
病
気
が

流
行
っ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
薬
が
使
わ
れ
て
い

る
か
と
い
う
有
益
な
情
報
を
集
め
た
い
と
考
え

て
い
た
が
、
な
か
な
か
メ
ー
カ
ー
に
協
力
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
の
意
向
に
引
き

ず
ら
れ
ず
、
中
立
の
立
場
で
シ
ス
テ
ム
を
作
る

に
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
が
理
に
か
な
う
と
知
っ

た
日
本
医
師
会
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
シ

ス
テ
ム
を
開
発
で
き
る
会
社
を
探
し
て
い
た
の

だ
。
二
〇
〇
〇（
平
成
十
二
）
年
の
こ
と
だ
。

　
た
だ
、
診
療
報
酬
は
二
年
に
一
度
改
定
が
あ

り
、
そ
の
対
応
に
何
日
も
徹
夜
し
て
大
変
な

目
に
遭
う
こ
と
を
井
上
社
長
は
知
っ
て
い
た
た

め
、当
初
は「
断
ろ
う
」と
社
内
で
話
し
て
い
た
。

「
と
こ
ろ
が
、
医
師
会
に
話
を
聞
き
に
行
く
と
、

『
君
に
は
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
ハ
イ
か
イ

エ
ス
だ
』
と
（
笑
）。
退
路
を
断
た
れ
た
状
況

で
し
た
」
と
井
上
社
長
は
回
想
す
る
。

　
十
数
名
の
社
員
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
た

め
、
地
元
の
会
社
と
協
力
し
、
な
ん
と
か
シ
ス

テ
ム
を
作
り
上
げ
た
。「
大
変
だ
っ
た
」
と
井

上
社
長
は
淡
々
と
振
り
返
る
が
、
未
開
拓
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成

し
遂
げ
る
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
と
き
は
「
ど

こ
が
作
っ
た
の
か
」と
業
界
で
も
騒
然
と
な
り
、

「
な
ぜ
島
根
県
な
の
か
」「
な
ぜ
こ
の
会
社
な
の

か
」と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
日
本
医
師
会
の
「
O
R
C
A
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
開
発
し
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
日
医
標
準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
は
、
今
で

は
全
国
一
万
五
千
も
の
医
療
機
関
で
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
立
ち
上
げ
当
初
か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
き
た
同
社
は
、
現

在
も
日
医
I
T
認
定
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
同
社
の
事
業
の

柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
あ
る
R
u
b
y

を
開
発
し
た
ま
つ
も
と
ゆ
き
ひ
ろ
氏
が
同
社

に
加
わ
っ
た
の
は
、
会
社
設
立
後
間
も
な
く

の
こ
と
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
会
社
で
も
R
u
b
y

の
利
用
を
進
め
て
い
た
が
、
当
時
は
そ
れ
ほ

ど
世
間
で
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇

四
（
平
成
十
六
）
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・ハ
イ
ネ
マ
イ
ヤ
ー
・ハ
ン
ソ
ン
氏
が
、

R
u
b
y
を
使
っ
た
W
e
b
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク「Ruby on Rails

（RoR

）」

を
公
開
し
た
こ
と
だ
。
同
氏
が
翌
年
に
ブ
ラ
ジ

ル
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
R
o
R
を
使
い
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
も
デ
ザ
イ
ン
も
用
意
し
て
い
な
い
状

況
か
ら
十
五
分
で
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
を
作
り
上
げ

た
。
こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
動
画
が

世
界
中
で
見
ら
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

　
R
u
b
y
は
よ
り
少
な
い
分
量
で
コ
ー
ド

を
書
く
こ
と
が
で
き
、
生
産
性
が
高
い
の
が

特
長
だ
。

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
頭
で
描
い
た
シ
ス
テ
ム
を
一
秒

で
も
早
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
動
か
せ
る
よ

う
に
開
発
さ
れ
た
の
が
R
u
b
y
。
抽
象
的

で
す
が
、
楽
し
く
早
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

で
き
る
」
と
そ
の
良
さ
を
説
明
す
る
。
ク
ッ

ク
パ
ッ
ド
や
食
べ
ロ
グ
な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い

る
R
o
R
を
使
え
ば
、
J
a
v
a
に
比
べ
三
割

の
時
間
と
労
力
で
シ
ス
テ
ム
が
作
れ
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
は
、
言
語
開
発
者

だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ッ
タ
ー
や
開
発
者
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
て
、

成
り
立
つ
も
の
だ
。
日
本
で
開
発
さ
れ
た
言

語
で
初
め
て
国
際
認
証
を
受
け
た
R
u
b
y

に
は
、
数
十
人
の
コ
ミ
ッ
タ
ー
、
数
百
万
人
の

開
発
者
が
い
る
と
い
う
。

　
R
u
b
y
の
普
及
と
発
展
、
市
場
の
拡
大
に

は
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
R
u
b
y
関
連

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
一

般
財
団
法
人
R
u
b
y
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
開
発
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業
、
公
的
機

関
と
で
良
好
な
関
係
を
築
く
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て

お
り
、
井
上
社
長
も
副
理
事
長
と
し
て
関
わ
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
団
体
の

存
在
も
、
多
く
の
I
T
企
業
が
松
江
市
に
惹

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
だ
。

　
今
で
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
シ
ス
テ

ム
開
発
は
ど
こ
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、「
R
u
b
y
を
使
っ
て
こ
ん
な
シ
ス
テ
ム

を
作
り
た
い
」
と
依
頼
が
次
々
と
舞
い
込
ん

で
く
る
と
い
う
。

「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
技
術
的
に
難
し
く
、

わ
れ
わ
れ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
力
を
生
か
せ
る
仕
事

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
ネ
ッ
ト
で

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
わ
れ
わ
れ
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
今
後

提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
井
上
社
長
は
意
欲

を
見
せ
る
。

　
自
分
の
腕
を
試
し
た
い
、
好
き
な
R
u
b
y

で
仕
事
を
し
た
い

と
同
社
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
若

者
も
多
い
。
こ
う

し
た
個
の
集
合
が

こ
の
先
ど
ん
な
変

化
を
起
こ
す
の

か
、
未
来
が
楽

し
み
だ
。

※

※製品やサービスを利用者に販売する事業者

オープンソースソフトウエア
に関わる企業、技術者、研
究者、ユーザーらが集まる
「しまねOSS協議会」では
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オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
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本
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ビ
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ー
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
R
u
b
y
」
を
活

用
し
た
産
業
振
興
で
、
近
年
は
I
T
の
ま
ち

と
し
て
も
知
ら
れ
る
島
根
県
松
江
市
。

R
u
b
y
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
、
数
十
社

も
の
I
T
企
業
が
県
内
に
立
地
す
る
な
ど
、

ま
す
ま
す
の
発
展
を
見
せ
て
い
る
。

　
そ
の
大
き
な
う
ね
り
の
始
ま
り
は
、
今
か
ら

約
二
十
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
県
内
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
八
名
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
使
っ

た
シ
ス
テ
ム
開
発
の
会
社
が
立
ち
上
が
っ
た
。

「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
会
社
を
起
こ
す
な
ん
て
、

当
時
は
と
ん
で
も
な
い
話
。
何
を
考
え
て
い

る
ん
だ
と
周
囲
は
思
っ
た
の
で
は
」
と
、
企

業
家
は
回
想
す
る
。
株
式
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
応
用
通
信
研
究
所
の
井
上
浩
社
長
だ
。

　
松
江
市
玉
湯
町
玉
造
に
生
ま
れ
た
井
上
社
長

は
、
福
岡
大
学
の
機
械
工
学
科
を
卒
業
後
、

機
械
加
工
会
社
に
就
職
し
た
。
し
か
し
、
機
械

設
計
の
物
理
的
な
制
約
を
窮
屈
に
感
じ
、
I
T

の
世
界
に
入
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
仕

事
と
は
別
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
機
械
設
計
に
は
な
い
自
由
に
惹
か
れ
た
。

「
自
分
が
考
え
た
こ
と
が
画
面
上
で
形
に
な
っ

て
動
い
て
く
れ
る
。
自
分
の
想
像
を
具
現
化

し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
世
界
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
」

　
機
械
加
工
会
社
を
辞
め
た
後
、
大
手
総
合

I
T
ベ
ン
ダ
ー
の
販
売
会
社
に
入
社
し
た
。

井
上
社
長
は
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
び
、
そ
の
後
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
、
東
京
や
大
阪
で
勤
務
し
た
。

　
I
T
と
い
う
と
機
械
を
相
手
に
し
た
仕
事

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働

く
上
で
実
感
し
た
の
は
、「
人
の
話
を
聞
い
て

理
解
す
る
」
と
い
う
人
間
の
基
礎
的
な
能
力

の
大
切
さ
だ
。

「
例
え
ば
車
な
ら
、
ニ
ー
ズ
が
車
種
ご
と
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
場
合
は
、

車
種
と
車
種
の
間
で
い
く
ら
で
も
車
が
作
れ
て

し
ま
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
い
く
ら
ぐ
ら
い
の
車

が
欲
し
い
か
、
ど
ん
な
シ
ー
ト
が
い
い
か
な
ど
、

お
客
さ
ま
の
要
望
を
聞
い
て
、
自
分
で
具
体

化
し
て
作
っ
て
い
く
。
聞
い
て
理
解
す
る
と
い

う
能
力
が
、
一
番
大
事
な
ん
で
す
」
と
話
す
。

　
一
九
八
六（
昭
和
六
十
一
）年
に
松
江
に
戻
っ

て
か
ら
は
、
地
元
の
シ
ス
テ
ム
会
社
で
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
っ
た
。
世
の
中

は
バ
ブ
ル
景
気
で
華
や
か
だ
っ
た
が
、「
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
世
界
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
」

と
、
井
上
社
長
は
笑
う
。

　
順
調
に
仕
事
を
続
け
て
い
た
が
、
転
機
が

訪
れ
る
。
玉
造
の
ゴ
ル
フ
場
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
し
て
い
た
母
親
が
倒
れ
、
一
九
九
二
（
平

成
四
）
年
に
急
き
ょ
そ
の
職
を
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
以
後
五
年
間
、
支
配
人
と
し

て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
好
景
気
で
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
も
年
々
増

加
し
、
忙
し
い
日
々
が
続
い
た
が
、
バ
ブ
ル
崩

壊
を
迎
え
て
か
ら
は
一
転
し
て
利
用
者
が
減

少
。
日
本
が
変
革
期
を
迎
え
た
こ
の
こ
ろ
、

I
T
の
世
界
で
も
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
伴
っ
て
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

開
発
が
急
速
に
広
ま
っ
た
。
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が

非
公
開
の
商
用
ソ
フ
ト
に
対
し
、
ソ
ー
ス
を

取
得
、
変
更
、
再
配
布
で
き
る
の
が
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
だ
。
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は

九
〇
年
代
後
半
に
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
も
、世
界
的
に
普
及
し
た
の
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
学
生
、
リ
ー
ナ
ス
・
ト
ー
バ
ル
ズ

が
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
開
発
し
た
基
本

ソ
フ
ト
、「
L
i
n
u
x
」
だ
。
L
i
n
u
x
は
、

開
発
途
中
の
ベ
ー
タ
版
を
リ
リ
ー
ス
し
、
多
く

の
開
発
者
が
パ
ッ
チ
（
修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
や

バ
グ
報
告
を
ト
ー
バ
ル
ズ
に
届
け
て
改
良
す
る

と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
開
発
が
進
ん
で

い
っ
た
。

　
L
i
n
u
x
は
世
界
中
の
人
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
が
、井
上
社
長
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
県

内
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
同
士
で
、「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
を
使
っ
て
商
売
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
話
が
浮
上
し
た
。

　
そ
し
て
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
、
有

限
会
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
応
用
通
信
研
究
所
を

設
立
す
る
。一
緒
に
立
ち
上
げ
た
八
人
の
う
ち
、

経
営
の
経
験
が
あ
る
の
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
支

配
人
だ
っ
た
井
上
社
長
だ
け
と
い
う
理
由
で
、

代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
会
社
を
起
こ
す
な
ん
て
、

と
ん
で
も
な
い
話
」
と
井
上
社
長
が
述
懐
す

る
の
は
、当
時
、そ
う
い
う
会
社
は
全
く
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
大
手
総
合
ベ
ン
ダ
ー
は
、
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
や
オ
ラ
ク
ル
な
ど
大
手
の
商
用
ソ

フ
ト
を
使
用
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
納
め
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
す
で

に
あ
る
商
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
方
が
、
ベ
ー
ス

以
外
の
と
こ
ろ
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
注
力
で
き
る

た
め
、
時
間
も
大
幅
に
短
縮
で
き
、
効
率
的

で
あ
る
。

　
た
だ
、
商
用
ソ
フ
ト
を
使
う
と
、
開
発
会

社
の
都
合
で
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
上
げ
ら
れ
、
そ
の

対
応
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
必
要
に
な
る
事
態

も
発
生
し
得
る
。
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
パ
ソ
コ

ン
を
買
い
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
X
P
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
も
、
そ
の
一
例
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

「
結
局
こ
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
は
、

ユ
ー
ザ
ー
で
す
。そ
れ
に
対
し
、オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
な
ら
変
え
な
い
ま
ま
使
う
こ
と
も
で
き
ま

す
し
、
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
適
正
価
格
も
見

え
、ユ
ー
ザ
ー
本
位
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
ま
す
」

　
そ
の
半
面
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
生
命
線
と
な
る
の
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の

技
術
力
だ
ろ
う
。

「
商
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
の
で
は
、
既
存
の
大

資
本
に
は
全
く
か
な
わ
な
い
し
、
結
局
そ
の

下
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

で
も
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
な
ら
、
技
術
力
が

あ
れ
ば
大
企
業
の
向
こ
う
を
張
っ
て
商
売
が

で
き
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、

商
用
ソ
フ
ト
で
は
な
く
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
に
こ

だ
わ
っ
て
商
売
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
わ
れ

わ
れ
の
原
点
で
し
た
」

　
会
社
設
立
当
初
は
、
当
時
急
増
し
て
い
た

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
、
L
i
n
u
x
を
使
っ
て
設

定
し
た
サ
ー
バ
ー
を
売
っ
て
い
た
。
オ
ー
プ
ン

ソ
ー
ス
と
い
う
言
葉
を
お
客
さ
ん
に
伝
え
て

も
、
誰
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
が
、
あ
る
商
談
で
会
社
の
状
況

が
大
き
く
変
わ
る
。「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を

使
っ
て
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
を
つ
く
り
た
い
」
と

い
う
日
本
医
師
会
か
ら
の
依
頼
だ
っ
た
。

　
通
常
、
診
療
が
終
わ
る
と
診
療
費
の
三
割

は
患
者
が
支
払
い
、
残
り
の
七
割
は
保
険
者

に
請
求
さ
れ
る
が
、
レ
セ
プ
ト
は
こ
の
七
割
分

の
診
療
報
酬
明
細
書
を
指
す
。
レ
セ
プ
ト
を

作
成
・
集
計
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
お
よ
び
ソ

フ
ト
は
レ
セ
コ
ン
と
呼
ば
れ
、
レ
セ
コ
ン
メ
ー

カ
ー
は
国
内
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
の
シ
ス
テ

ム
価
格
が
割
高
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
医
師

会
で
は
レ
セ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ど
ん
な
病
気
が

流
行
っ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
薬
が
使
わ
れ
て
い

る
か
と
い
う
有
益
な
情
報
を
集
め
た
い
と
考
え

て
い
た
が
、
な
か
な
か
メ
ー
カ
ー
に
協
力
し
て

も
ら
え
な
か
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
の
意
向
に
引
き

ず
ら
れ
ず
、
中
立
の
立
場
で
シ
ス
テ
ム
を
作
る

に
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
が
理
に
か
な
う
と
知
っ

た
日
本
医
師
会
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
で
シ

ス
テ
ム
を
開
発
で
き
る
会
社
を
探
し
て
い
た
の

だ
。
二
〇
〇
〇（
平
成
十
二
）
年
の
こ
と
だ
。

　
た
だ
、
診
療
報
酬
は
二
年
に
一
度
改
定
が
あ

り
、
そ
の
対
応
に
何
日
も
徹
夜
し
て
大
変
な

目
に
遭
う
こ
と
を
井
上
社
長
は
知
っ
て
い
た
た

め
、当
初
は「
断
ろ
う
」と
社
内
で
話
し
て
い
た
。

「
と
こ
ろ
が
、
医
師
会
に
話
を
聞
き
に
行
く
と
、

『
君
に
は
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
ハ
イ
か
イ

エ
ス
だ
』
と
（
笑
）。
退
路
を
断
た
れ
た
状
況

で
し
た
」
と
井
上
社
長
は
回
想
す
る
。

　
十
数
名
の
社
員
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
た

め
、
地
元
の
会
社
と
協
力
し
、
な
ん
と
か
シ
ス

テ
ム
を
作
り
上
げ
た
。「
大
変
だ
っ
た
」
と
井

上
社
長
は
淡
々
と
振
り
返
る
が
、
未
開
拓
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
で
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成

し
遂
げ
る
の
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
と
き
は
「
ど

こ
が
作
っ
た
の
か
」と
業
界
で
も
騒
然
と
な
り
、

「
な
ぜ
島
根
県
な
の
か
」「
な
ぜ
こ
の
会
社
な
の

か
」と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
日
本
医
師
会
の
「
O
R
C
A
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
開
発
し
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
日
医
標
準
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
は
、
今
で

は
全
国
一
万
五
千
も
の
医
療
機
関
で
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
立
ち
上
げ
当
初
か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
き
た
同
社
は
、
現

在
も
日
医
I
T
認
定
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
同
社
の
事
業
の

柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
あ
る
R
u
b
y

を
開
発
し
た
ま
つ
も
と
ゆ
き
ひ
ろ
氏
が
同
社

に
加
わ
っ
た
の
は
、
会
社
設
立
後
間
も
な
く

の
こ
と
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
会
社
で
も
R
u
b
y

の
利
用
を
進
め
て
い
た
が
、
当
時
は
そ
れ
ほ

ど
世
間
で
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
爆
発
的
に
広
ま
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇

四
（
平
成
十
六
）
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
人
の
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・ハ
イ
ネ
マ
イ
ヤ
ー
・ハ
ン
ソ
ン
氏
が
、

R
u
b
y
を
使
っ
た
W
e
b
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク「Ruby on Rails

（RoR

）」

を
公
開
し
た
こ
と
だ
。
同
氏
が
翌
年
に
ブ
ラ
ジ

ル
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
R
o
R
を
使
い
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
も
デ
ザ
イ
ン
も
用
意
し
て
い
な
い
状

況
か
ら
十
五
分
で
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
を
作
り
上
げ

た
。
こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
動
画
が

世
界
中
で
見
ら
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

　
R
u
b
y
は
よ
り
少
な
い
分
量
で
コ
ー
ド

を
書
く
こ
と
が
で
き
、
生
産
性
が
高
い
の
が

特
長
だ
。

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
頭
で
描
い
た
シ
ス
テ
ム
を
一
秒

で
も
早
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
動
か
せ
る
よ

う
に
開
発
さ
れ
た
の
が
R
u
b
y
。
抽
象
的

で
す
が
、
楽
し
く
早
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

で
き
る
」
と
そ
の
良
さ
を
説
明
す
る
。
ク
ッ

ク
パ
ッ
ド
や
食
べ
ロ
グ
な
ど
で
も
使
わ
れ
て
い

る
R
o
R
を
使
え
ば
、
J
a
v
a
に
比
べ
三
割

の
時
間
と
労
力
で
シ
ス
テ
ム
が
作
れ
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
は
、
言
語
開
発
者

だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ッ
タ
ー
や
開
発
者
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
て
、

成
り
立
つ
も
の
だ
。
日
本
で
開
発
さ
れ
た
言

語
で
初
め
て
国
際
認
証
を
受
け
た
R
u
b
y

に
は
、
数
十
人
の
コ
ミ
ッ
タ
ー
、
数
百
万
人
の

開
発
者
が
い
る
と
い
う
。

　
R
u
b
y
の
普
及
と
発
展
、
市
場
の
拡
大
に

は
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
R
u
b
y
関
連

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
一

般
財
団
法
人
R
u
b
y
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
開
発
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業
、
公
的
機

関
と
で
良
好
な
関
係
を
築
く
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て

お
り
、
井
上
社
長
も
副
理
事
長
と
し
て
関
わ
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
団
体
の

存
在
も
、
多
く
の
I
T
企
業
が
松
江
市
に
惹

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
だ
。

　
今
で
は
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
シ
ス
テ

ム
開
発
は
ど
こ
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、「
R
u
b
y
を
使
っ
て
こ
ん
な
シ
ス
テ
ム

を
作
り
た
い
」
と
依
頼
が
次
々
と
舞
い
込
ん

で
く
る
と
い
う
。

「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
技
術
的
に
難
し
く
、

わ
れ
わ
れ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
力
を
生
か
せ
る
仕
事

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
は
ネ
ッ
ト
で

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
わ
れ
わ
れ
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
も
今
後

提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
井
上
社
長
は
意
欲

を
見
せ
る
。

　
自
分
の
腕
を
試
し
た
い
、
好
き
な
R
u
b
y

で
仕
事
を
し
た
い

と
同
社
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
若

者
も
多
い
。
こ
う

し
た
個
の
集
合
が

こ
の
先
ど
ん
な
変

化
を
起
こ
す
の

か
、
未
来
が
楽

し
み
だ
。

※
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安
藤
嘉
助
商
店
は
、
安
藤
敬
介
が
商
い

を
起
こ
し
た
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
に

始
ま
る
。
事
業
を
伸
ば
し
て
礎
を
築
い
た
二

代
目
主
人
・
嘉
助
の
名
を
冠
す
る
商
号
を

大
切
に
継
承
し
、
地
元
密
着
の
誠
実
な
商
い

で
激
動
の
二
十
世
紀
を
生
き
抜
い
て
き
た
。

「
陶
磁
器
や
漆
器
、
荒
物
の
卸
販
売
業
を
営

み
、
時
勢
に
乗
っ
て
建
築
左
官
材
料
や
石

炭
な
ど
を
販
売
し
て
事
業
を
広
げ
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。
明
治
末
期
か
ら
は
セ
メ
ン
ト

を
扱
い
、
大
手
セ
メ
ン
ト
会
社
と
特
約
販

売
契
約
を
結
ん
で
店
を
成
長
さ
せ
ま
し
た
」

　
五
代
目
主
人
と
し
て
二
〇
〇
七
（
平
成

十
九
）
年
三
月
に
社
長
に
就
任
し
た
安
藤

辰
さ
ん
は
そ
う
語
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
後
の
一
九
八
〇
年
代

し
ん

み
の
る

よ
う
ぎ
ょ
う

は
、
地
元
工
務
店
に
セ
メ
ン
ト
や
ガ
ラ
ス
等

の
土
石
・
窯
業
建
材
を
卸
す
二
次
問
屋
と

し
て
年
商
五
億
円
を
上
げ
て
い
た
。
だ
が
、

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
景
気
は
悪
化
し
、

流
通
効
率
化
が
図
ら
れ
て
二
次
問
屋
の
必

要
性
が
薄
れ
、
年
商
は
一
・
八
億
円
に
落
ち

込
ん
だ
。
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
に
株

式
会
社
化
し
て
経
営
体
制
を
整
え
た
が
、

二
億
円
の
借
金
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
生
ま
れ
の
安
藤

さ
ん
が
、
大
阪
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
会

社
勤
務
を
経
て
安
藤
嘉
助
商
店
に
入
っ
た

の
は
二
〇
〇
〇（
平
成
十
二
）
年
四
月
。
先

の
見
え
な
い
経
営
状
態
か
ら
脱
却
す
る
た

め
、
新
規
事
業
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で

着
目
し
た
の
が
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
で

あ
っ
た
。

「
父
で
あ
る
四
代
目
主
人
の
實
か
ら
、
事
業

と
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組
め
な
い
か
勉

強
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
長
引

く
不
況
と
人
口
減
少
に
よ
っ
て
新
築
住
宅

市
場
が
冷
え
込
む
一
方
で
、
既
存
住
宅
の

更
新
需
要
が
見
込
ま
れ
た
か
ら
で
す
」

　
リ
フ
ォ
ー
ム
専
門
会
社
は
少
な
く
、
勝
算

は
あ
る
と
感
じ
た
安
藤
さ
ん
は
、
取
引
の

あ
っ
た
顧
客
へ
の
訪
問
と
リ
フ
ォ
ー
ム
チ
ラ

シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
か
ら
始
め
た
。
水
回
り

の
修
理
部
品
の
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
注
文
に

応
じ
て
蛇
口
の
交
換
な
ど
の
小
さ
な
修
理
を

行
っ
た
。
そ
れ
が
ト
イ
レ
の
交
換
や
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
工
事
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
他
社
が
受
け
な
い
よ
う
な
小
さ
な
修
理

を
誠
実
に
こ
な
し
、
地
域
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
会
社
と
し
て
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
二
〇
〇
五（
平
成
十
七
）年
に
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
設
け
、「
カ
ス
ケ
ホ
ー
ム
」
と
い

う
屋
号
を
掲
げ
た
。
経
営
理
念
や
経
営
計

画
、
行
動
規
範
を
つ
く
り
、
経
営
管
理
体

制
も
確
立
し
た
。

「
目
標
で
あ
っ
た
完
全
受
注
化
を
果
た
し
ま

し
た
。
倉
敷
市
の
玉
島
地
域
で
お
得
意
さ
ま

に
支
え
ら
れ
て
き
た
安
藤
嘉
助
商
店
の
名
は

し
っ
か
り
守
り
、
し
か
し
何
の
会
社
か
分
か

り
づ
ら
い
の
で
、
カ
ス
ケ
ホ
ー
ム
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
を
つ
け
た
わ
け
で
す
」

　
迅
速
な
対
応
を
売
り
に
、
営
業
エ
リ
ア

は
一
時
間
以
内
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
範
囲
に

絞
っ
た
。
小
さ
な
修
理
か
ら
間
取
り
の
変

更
を
含
む
全
面
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
、
顧
客

の
要
望
に
丁
寧
に
応
え
、
ア
フ
タ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
万
全
な
仕
事
ぶ
り
は
地
域
で

の
評
判
も
良
く
、
信
頼
を
得
て
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
年
間
三
千
件
以
上
を
施
工
す

る
岡
山
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
リ
フ
ォ
ー
ム

会
社
に
成
長
し
た
。

　
だ
が
、
苦
い
経
験
も
味
わ
っ
た
。
営
業

社
員
の
士
気
を
高
め
よ
う
と
業
績
に
連
動

す
る
歩
合
給
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
社
内

に
不
和
が
生
じ
た
の
だ
。

「
二
〇
〇
五
年
当
時
、
社
員
は
十
七
、
八
人

で
し
た
が
、営
業
社
員
間
や
、営
業
と
工
務
・

事
務
職
の
間
で
大
き
な
給
与
差
が
生
じ
、

と
げ
と
げ
し
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
」

　
顧
客
獲
得
に
勢
い
を
つ
け
よ
う
と
取
り

入
れ
た
歩
合
給
に
よ
っ
て
、
年
商
は
五
億

円
に
伸
び
た
。
し
か
し
、
業
績
や
売
り
上

げ
が
優
先
さ
れ
る
、
非
協
力
的
で
冷
や
や

か
な
関
係
の
職
場
に
変
貌
し
た
。

「
リ
フ
ォ
ー
ム
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
進
め
る

仕
事
。
こ
の
ま
ま
で
は
お
客
さ
ま
に
迷
惑

が
か
か
る
」
と
危
機
感
を
抱
い
た
安
藤
さ

ん
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
歩

合
給
を
廃
止
し
た
。
給
与
低
下
を
不
満
に

数
人
の
営
業
社
員
が
去
っ
て
業
績
は
停
滞

し
た
が
、
社
内
は
和
や
か
に
な
っ
た
。

　
新
卒
者
の
定
期
採
用
も
始
め
た
。
将
来
を

担
う
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
、
社
員
全
員
で

成
長
す
る
の
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
休
暇
を
取

り
や
す
く
し
、
自
由
で
自
律
的
な
社
風
、
常

に
助
け
合
う
職
場
づ
く
り
に
努
め
た
。
そ
れ

が
社
員
の
や
る
気
を
生
み
、
業
績
の
伸
び
に

つ
な
が
っ
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年

に
は
、
G
P
T
W
ジ
ャ
パ
ン
の
「
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」
従
業
員
二
十
五
〜
九
十
九
人
部

門
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
二
位
に
輝
い
て
い
る
。

　
安
藤
嘉
助
商
店
は
現
在
、
正
社
員
四
十

三
人
、
パ
ー
ト
七
人
で
、
平
均
年
齢
は
三

十
三
歳
。
玉
島
本
店
、
笠
岡
店
、
倉
敷
店

の
三
店
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

を
手
掛
け
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年

に
は
倉
敷
店
に
県
下
最
大
級
の
リ
フ
ォ
ー
ム

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
開
設
し
た
。
行
き
届
い
た

提
案
と
確
か
な
施
工
技
術
、
高
い
デ
ザ
イ

ン
力
は
業
界
で
も
評
価
さ
れ
、
住
宅
設
備

メ
ー
カ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
コ

ン
テ
ス
ト
で
た
び
た
び
入
賞
し
て
い
る
。

　
リ
フ
ォ
ー
ム
に
加
え
、
二
〇
一
〇（
平
成
二

十
二
）
年
に
不
動
産
事
業
、
翌
二
〇
一
一（
平

成
二
十
三
）年
に
新
築
事
業
に
乗
り
出
し
た
。

土
地
や
中
古
物
件
の
仲
介
に
よ
っ
て
リ

フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
を
広
げ
、
新
築

に
も
取
り
組
ん
で
、
顧
客
に
最
適
な
提
案

が
行
え
る
〝
住
ま
い
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
〞
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。

「
年
間
二
十
棟
の
新
築
を
受
注
し

て
い
ま
す
が
、
中
核
は
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
。
提
案
力
と
施
工
力
に

磨
き
を
か
け
て
選
ば
れ
る
会
社

に
な
る
。
人
口
減
少
・
少
子
化

に
伴
い
、
古
い
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー

ム
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
活
用

す
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
目
指
し
て
い

る
の
は
、大
切
に
住
み
継
が
れ
る
家
づ
く
り
、

街
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
。
百
三
十
年
以

上
、
こ
の
地
で
支
え
ら
れ
て
き
た
感
謝
を
込

め
、
地
域
密
着
で
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
、

年
商
十
五
億
円
に
成
長
し
た
老
舗
企
業
の
五

代
目
主
人
は
、
強
い
信
念
で
カ
ス
ケ
流
ビ
ジ

ネ
ス
を
貫
い
て
い
る
。

住
み
継
が
れ
る
家
づ
く
り
に

地
域
密
着
で
貢
献
す
る
安
藤
嘉
助
商
店  

《
岡
山
県
倉
敷
市
》

創
業
か
ら
百
三
十
年
以
上
の
歴
史
を
刻
む
老
舗
企
業
の
株
式
会
社
安
藤
嘉
助

商
店
。二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
か
ら
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
転
じ
、顧
客
第

一
の
迅
速
・
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
評
価
を
高
め
て
、施
工
件
数
は
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
誇
る
。近
年
は
不
動
産
と
新
築
事
業
に
も
乗
り
出
し
、住
ま
い
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
た
。

施
工
件
数
は
県
内
ト
ッ
プ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
着
目

住
ま
い
の
総
合
提
案
を
実
現

「TDYリモデルスマイル作品コンテスト2015」で
全国最優秀賞に輝いた作品
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ゆ
め
つ
む
ぎ
び
と

現
代
美
術
の
世
界
観
を
カ
タ
チ
に
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト

ス
ー
パ
ー・ファ
ク
ト
リ
ー
代
表
　
佐
野 

誠
さ
ん

83

文：藤沢 享乃（広島市在住）　写真撮影：阿部 章仁（岡山県出身）

佐野 誠〈さの・まこと〉
p r o f i l e

1955年広島市生まれ。広島県立広島工業高校土木科を卒業後、地元の

土木建設会社に入社し、現場監督としてトンネル工事を担当。1997年の曽

根裕氏の展覧会をきっかけに、本格的に現代美術の世界に。現在では、オ

ラファー・エリアソン、マシュー・バーニー、束芋ら世界的アーティストの作品

施工を手掛け、依頼は年間130件にも上る。

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
現
場
監
督
か
ら
美
術
の
世
界
に
入
り
込
み
、
現
代
美
術
作
家
の
作
品
の
施
工
に
携
わ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
作
家
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
作
品
へ
と
導
い
て
い
る
。

　
石
川
県
に
あ
る
金
沢
21
世
紀
美
術
館
に
佐

野
誠
さ
ん
を
訪
ね
た
。
ス
ー
パ
ー
・
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
の
所
在
地
は
広
島
市
。
し
か
し
、
佐

野
さ
ん
が
広
島
に
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
全
国
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー

に
よ
り
、
い
つ
も
ど
こ
か
に
出
張
中
だ
。

　
そ
ん
な
佐
野
さ
ん
の
仕
事
は
と
い
う
と
、

美
術
館
や
国
際
芸
術
祭
会
場
で
の
、
現
代

美
術
作
家
の
作
品
の
施
工
で
あ
る
。
美
術
と

施
工
、
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
代
美
術
に
は
「
こ
の
素
材
を
使
う

べ
き
」「
こ
の
サ
イ
ズ
に
す
べ
き
」
と
い
っ

た
ル
ー
ル
は
存
在
し
な
い
。
木
や
金
属
、
紙
、

材
料
や
表
現
方
法
な
ど
す
べ
て

自
由
！ 

現
代
美
術
作
品

作
家
と
主
催
者
の
思
い
を

通
訳
す
る

二
十
年
の
土
木
経
験
と
技
術
が

今
の
仕
事
の
土
台
に

石
な
ど
、
ど
ん
な
材
料
を
使
っ
て
も
い
い
し
、

映
像
や
音
を
駆
使
し
て
も
O
K
。
空
間
演

出
も
大
事
な
要
素
と
な
る
。
そ
こ
で
作
家
の

イ
メ
ー
ジ
を
共
に
具
現
化
す
る
の
が
佐
野
さ

ん
の
役
目
だ
。
最
近
の
現
代
美
術
作
品
は

壮
大
な
も
の
が
多
く
、
一
つ
の
作
品
が
一
部

屋
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
巨
大
サ
イ
ズ
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
も
う
建
築
の
分

野
と
言
っ
て
も
よ
く
、
と
て
も
作
家
一
人
で

は
作
品
を
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
佐
野
さ
ん
に
現
代
美
術
と
は
ど
ん
な
も
の

か
と
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
返
っ
て

き
た
答
え
は「
ま
だ
誰
も
見
て
い
な
い
も
の
。

ま
だ
誰
も
つ
く
っ
た
こ
と
が
な
い
も
の
。
そ

れ
で
い
て
美
し
く
て
、
見
て
い
て
楽
し
い
も

の
か
な
」
だ
っ
た
。

「
私
は
芸
術
家
で
は
な
く
技
術
者
だ
か
ら
」

と
話
す
佐
野
さ
ん
の
説
明
は
、
素
人
の
私
に

も
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
抽
象
的
な

も
の
の
本
質
を
正
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
門
外

漢
に
も
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
能
力
が

佐
野
さ
ん
の
武
器
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
佐
野
さ
ん
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
現
代
美

術
作
品
は
過
去
に
誰
も
つ
く
っ
た
こ
と
が
な

い
も
の
ば
か
り
。
そ
れ
故
に
、
確
立
さ
れ
た

制
作
方
法
は
な
く
、
毎
回
未
知
の
も
の
へ
の

挑
戦
と
な
る
。
し
か
も
、
奇
想
天
外
な
ア
イ

デ
ア
を
持
っ
た
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
の

も
の
と
し
て
誕
生
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、各
作
家
独
自
の
感
性
を
し
っ

か
り
と
嗅
ぎ
取
る
力
が
必
要
に
な
る
。
模
型

を
つ
く
っ
て
き
て
ど
ん
な
作
品
に
し
た
い
か

を
説
明
す
る
作
家
も
い
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
を

語
る
だ
け
の
人
も
い
る
。
説
明
の
方
法
も
ま

ち
ま
ち
な
の
で
、
そ
の
都
度
対
応
し
、
彼
ら

が
目
指
す
も
の
は
何
か
を
察
知
す
る
。
ま
る

で
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
だ
。
し
か
も
、
や
っ

と
の
思
い
で
捉
え
た
イ
メ
ー
ジ
も
制
作
中
に

ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
。
だ
か
ら
施
工
中
は
何

度
も
話
し
合
い
、
修
正
を
加
え
な
が
ら
作
業

が
続
く
。
実
際
、
ど
の
作
品
も
期
限
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
手
直
し
が
続
く
そ
う
だ
。

　
一
方
、
美
術
館
や
主
催
者
側
に
と
っ
て
は
、

建
築
基
準
法
な
ど
の
法
律
や
予
算
の
制
約
が

あ
る
。
例
え
ば
、
美
術
作
品
で
あ
っ
て
も
、

四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
屋
外
に
設
置

す
る
に
は
「
確
認
申
請
」
と
い
う
手
続
き
が

必
要
に
な
る
。
こ
の
手
続
き
は
煩
雑
な
上
、

許
可
が
下
り
る
ま
で
に
日
数
を
要
す
る
た

め
、
知
ら
ず
に
大
型
作
品
を
制
作
し
て
い
た

ら
企
画
展
示
の
中
止
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
実
は
こ
う
し
た
知
識
を
持
っ
て
い
る
作
家

は
多
く
な
い
。
以
前
、
展
覧
会
を
控
え
た

状
態
で
こ
う
し
た
問
題
が
浮
上
し
た
と
き
、

佐
野
さ
ん
は
市
の
担
当
者
と
作
家
の
間
に
入

り
、「
作
品
を
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
し
た
ら

ど
う
か
」
と
提
案
し
た
。
両
者
の
立
場
を

理
解
し
、
互
い
の
主
張
を
相
手
に
伝
え
、
そ

の
中
で
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
最
善
を

尽
く
す
の
も
佐
野
さ
ん
の
役
割
だ
。
ま
た
、

作
家
が
求
め
る
も
の
を
予
算
の
中
で
や
り
く

り
す
る
こ
と
も
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。

「
行
政
、
美
術
館
、
作
家
、
施
工
会
社
と
そ

れ
ぞ
れ
言
語
体
系
が
違
う
人
た
ち
の
橋
渡

し
を
す
る
の
が
仕
事
」と
話
す
佐
野
さ
ん
は
、

い
わ
ば
「
通
訳
者
」
で
も
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
紹
介
す
る
と
、
佐
野
さ
ん
は

ず
っ
と
美
術
に
携
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え

る
が
、
実
は
四
十
代
で
ス
ー
パ
ー
・
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
を
設
立
す
る
ま
で
は
、
土
木
の
世
界

で
生
き
て
い
た
。
優
秀
な
技
術
者
が
集
ま
っ

て
い
た
当
時
の
土
木
工
事
の
現
場
で
、
現
場

監
督
と
し
て
六
本
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
担
当

し
た
。
工
事
に
必
要
な
火
薬
の
取
り
扱
い
や

土
木
施
工
管
理
な
ど
の
資
格
も
持
っ
て
お

り
、
こ
の
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
。

素
材
や
施
工
技
術
、
法
律
の
知
識
と
共
に
、

官
公
庁
や
行
政
と
の
交
渉
ス
キ
ル
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
。
そ
の
ど
れ
も
が
、
現
在
の
仕

事
に
非
常
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
例
え
ば
目
の
前
に
机
が
あ
る
と
し
て
、
そ

の
机
は
ど
れ
く
ら
い
の
重
さ
に
耐
え
ら
れ
る

か
、
ど
ん
な
材
質
で
で
き
て
い
る
の
か
が
、

本
物
の
技
術
者
な
ら
一
目
見
た
だ
け
で
分
か

る
」
と
佐
野
さ
ん
。

　
こ
の
技
術
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
が
佐
野
さ

ん
へ
の
絶
対
的
な
信
頼
を
生
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
材
料
の
加
工
方
法
や
施
工
技

術
の
知
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
的
確
で
新
し
い

提
案
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
以

前
、
作
家
が
求
め
る
独
特
の
質
感
を
表
現

す
る
た
め
に
、
家
具
用
の
ペ
イ
ン
ト
方
法
を

F
R
P
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
仕

上
げ
に
応
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
専
門
業
者
は
『
こ
う
つ
く
る
べ
き
』
と
い

う
固
定
概
念
が
強
す
ぎ
て
、
違
う
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
薄
い
。
そ
の
点
、
異
業
種
に
発
注
す
る
と
、

驚
き
の
仕
上
が
り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」

　
と
は
い
え
、
異
業
種
な
ら
何
で
も
い
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
作
家
が
求
め
る
成
果

を
出
し
て
く
れ
る
絶
妙
な
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、

多
く
の
素
材
、
業
種
の
特
性
を
知
っ
て
い
な

く
て
は
で
き
な
い
こ
と
だ
。

　
佐
野
さ
ん
が
土
木
の
知
識
と
経
験
を
美

術
の
世
界
で
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
広
島

市
現
代
美
術
館
で
、
現
代
美
術
作
家
・
曽

根
裕
さ
ん
の
作
品
づ
く
り
の
手
伝
い
を
頼
ま

れ
た
こ
と
だ
。
全
長
三
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

る
ラ
ジ
コ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト
の
よ
う
な
作
品

で
、
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ス
の
設
計
に
携
わ
っ

た
経
験
の
あ
る
佐
野
さ
ん
は
、
構
想
図
面
を

見
る
な
り
間
違
い
を
指
摘
し
、
ど
う
や
っ
て

構
造
を
成
り
立
た
せ
る
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
館
で
依
頼
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
に
開
館
し
た
、

金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
は
、
展
示
作
品
の

施
工
の
ほ
と
ん
ど
を
担
い
、
展
示
室
の
配
置

な
ど
美
術
館
全
体
の
構
想
に
も
携
わ
っ
て
い

る
。
美
術
館
で
も
特
に
人
気
の
作
品
、
レ
ア

ン
ド
ロ・エ
ル
リ
ッ
ヒ
の「
ス
イ
ミ
ン
グ
・
プ
ー

ル
」
の
制
作
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
作
品
は

美
術
館
の
中
庭
に
あ
り
、
上
か
ら
見
下
ろ
す

と
プ
ー
ル
の
中
に
人
が
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
一
方
、
プ
ー
ル
の
下
は
空
間
に
な
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
自
由
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
に
入
る
と
、
上
か
ら
降
り
注
ぐ
日
差
し
が

キ
ラ
キ
ラ
光
り
、
ま
る
で
水
底
に
た
ゆ
た
っ

て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
す
。
こ
の
プ
ー

ル
を
囲
む
石
と
し
て
、
当
初
施
工
業
者
は
風

雨
に
強
い
御
影
石
を
提
案
し
た
が
、「
墓
じ
ゃ

な
い
ん
だ
か
ら
」
と
却
下
し
、
代
わ
り
に
ラ

イ
ム
ス
ト
ー
ン
に
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
と
い
う
。材
料
の
特
性
だ
け
で
な
く
、

作
品
の
狙
い
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
と

作
家
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
作
品
に
導
け
な
い
。

　
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
作
品
を
仕
上
げ

て
く
れ
る
か
ら
と
、
一
度
仕
事
を
す
る
と
繰

り
返
し
佐
野
さ
ん
を
指
名
す
る
作
家
は
多

い
。
ま
た
、
来
日
し
た
作
家
を
通
じ
て
「
日

本
で
個
展
を
開
く
な
ら
佐
野
に
頼
め
」
と
い

う
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
最
初
か
ら
佐
野
さ
ん

を
指
名
す
る
海
外
の
作
家
も
い
る
。

　
現
在
、
ス
ー
パ
ー
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
五

十
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
束
ね
て
い
る
。
彼
ら
は

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
立
場
で
、作
品
ご
と
に
チ
ー

ム
を
組
ん
で
施
工
に
当
た
る
。
佐
野
さ
ん
に

憧
れ
て
施
工
の
道
を
目
指
し
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
本
業
は
作
家
だ
が
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
作
家
の
ス
キ
ル
を
学
び
、
制
作
資
金
を

稼
ぐ
た
め
に
参
加
し
て
い
る
人
も
い
る
。

　
現
代
美
術
の
作
家
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
。
日
本
で
は
制
作
資
金
を
作
家
自

身
が
負
担
す
る
こ
と
が
多
く
、
制
作
に
莫

大
な
資
金
が
か
か
る
た
め
だ
。
ス
ー
パ
ー
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
こ
う
し
た
体
制
を
取
っ
て

い
る
の
も
、
美
術
に
関
わ
る
仕
事
を
し
な
が

ら
、
若
い
作
家
が
作
品
づ
く
り
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
と
い
う
狙
い
も
あ
る
。

　
最
近
で
は
、
現
代
美
術
の
賞
や
コ
ン
ペ
に

関
わ
る
機
会
も
増
え
て
お
り
、
作
品
の
ア
イ

デ
ア
を
公
募
し
、
制
作
費
を
主
催
者
側
で

負
担
し
て
作
家
と
一
緒
に
作
品
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
、
と
い
っ
た
若
い
作
家
が
育
つ
仕

組
み
づ
く
り
も
構
想
し
て
い
る
。

「
ア
ー
ト
の
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
り
た
い
」
と

い
う
佐
野
さ
ん
。
今
後
、
こ
う
し
た
仕
組

み
で
力
を
つ
け
た
素
晴
ら
し
い
作
家
が
世
界

に
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

《
広
島
市
》

美術館を忙しく回りながら施工をチェック

たばいも

21 －碧い風 Vol 87／2016.7－ 20－碧い風 Vol 87／2016.7－



藤沢 享乃〈ふじさわ・ゆきの〉
鹿児島県生まれ。ライター、よつば編
集広告事務所代表。大学を卒業後、
出版社を経て広島県でフリーライター
に。現在は、ライター仲間と設立したよ
つば編集広告事務所を拠点に、地域
に根ざした記事を執筆している。

　
石
川
県
に
あ
る
金
沢
21
世
紀
美
術
館
に
佐

野
誠
さ
ん
を
訪
ね
た
。
ス
ー
パ
ー
・
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
の
所
在
地
は
広
島
市
。
し
か
し
、
佐

野
さ
ん
が
広
島
に
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
全
国
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー

に
よ
り
、
い
つ
も
ど
こ
か
に
出
張
中
だ
。

　
そ
ん
な
佐
野
さ
ん
の
仕
事
は
と
い
う
と
、

美
術
館
や
国
際
芸
術
祭
会
場
で
の
、
現
代

美
術
作
家
の
作
品
の
施
工
で
あ
る
。
美
術
と

施
工
、
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
代
美
術
に
は
「
こ
の
素
材
を
使
う

べ
き
」「
こ
の
サ
イ
ズ
に
す
べ
き
」
と
い
っ

た
ル
ー
ル
は
存
在
し
な
い
。
木
や
金
属
、
紙
、

作
家
の
狙
い
を
理
解
し
、

作
品
を
導
く

現
代
美
術
作
家
が
育
つ

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

石
な
ど
、
ど
ん
な
材
料
を
使
っ
て
も
い
い
し
、

映
像
や
音
を
駆
使
し
て
も
O
K
。
空
間
演

出
も
大
事
な
要
素
と
な
る
。
そ
こ
で
作
家
の

イ
メ
ー
ジ
を
共
に
具
現
化
す
る
の
が
佐
野
さ

ん
の
役
目
だ
。
最
近
の
現
代
美
術
作
品
は

壮
大
な
も
の
が
多
く
、
一
つ
の
作
品
が
一
部

屋
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
巨
大
サ
イ
ズ
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
も
う
建
築
の
分

野
と
言
っ
て
も
よ
く
、
と
て
も
作
家
一
人
で

は
作
品
を
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
佐
野
さ
ん
に
現
代
美
術
と
は
ど
ん
な
も
の

か
と
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
返
っ
て

き
た
答
え
は「
ま
だ
誰
も
見
て
い
な
い
も
の
。

ま
だ
誰
も
つ
く
っ
た
こ
と
が
な
い
も
の
。
そ

れ
で
い
て
美
し
く
て
、
見
て
い
て
楽
し
い
も

の
か
な
」
だ
っ
た
。

「
私
は
芸
術
家
で
は
な
く
技
術
者
だ
か
ら
」

と
話
す
佐
野
さ
ん
の
説
明
は
、
素
人
の
私
に

も
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
抽
象
的
な

も
の
の
本
質
を
正
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
門
外

漢
に
も
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
能
力
が

佐
野
さ
ん
の
武
器
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
佐
野
さ
ん
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
現
代
美

術
作
品
は
過
去
に
誰
も
つ
く
っ
た
こ
と
が
な

い
も
の
ば
か
り
。
そ
れ
故
に
、
確
立
さ
れ
た

制
作
方
法
は
な
く
、
毎
回
未
知
の
も
の
へ
の

挑
戦
と
な
る
。
し
か
も
、
奇
想
天
外
な
ア
イ

デ
ア
を
持
っ
た
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
の

も
の
と
し
て
誕
生
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、各
作
家
独
自
の
感
性
を
し
っ

か
り
と
嗅
ぎ
取
る
力
が
必
要
に
な
る
。
模
型

を
つ
く
っ
て
き
て
ど
ん
な
作
品
に
し
た
い
か

を
説
明
す
る
作
家
も
い
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
を

語
る
だ
け
の
人
も
い
る
。
説
明
の
方
法
も
ま

ち
ま
ち
な
の
で
、
そ
の
都
度
対
応
し
、
彼
ら

が
目
指
す
も
の
は
何
か
を
察
知
す
る
。
ま
る

で
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
だ
。
し
か
も
、
や
っ

と
の
思
い
で
捉
え
た
イ
メ
ー
ジ
も
制
作
中
に

ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
。
だ
か
ら
施
工
中
は
何

度
も
話
し
合
い
、
修
正
を
加
え
な
が
ら
作
業

が
続
く
。
実
際
、
ど
の
作
品
も
期
限
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
手
直
し
が
続
く
そ
う
だ
。

　
一
方
、
美
術
館
や
主
催
者
側
に
と
っ
て
は
、

建
築
基
準
法
な
ど
の
法
律
や
予
算
の
制
約
が

あ
る
。
例
え
ば
、
美
術
作
品
で
あ
っ
て
も
、

四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
屋
外
に
設
置

す
る
に
は
「
確
認
申
請
」
と
い
う
手
続
き
が

必
要
に
な
る
。
こ
の
手
続
き
は
煩
雑
な
上
、

許
可
が
下
り
る
ま
で
に
日
数
を
要
す
る
た

め
、
知
ら
ず
に
大
型
作
品
を
制
作
し
て
い
た

ら
企
画
展
示
の
中
止
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
実
は
こ
う
し
た
知
識
を
持
っ
て
い
る
作
家

は
多
く
な
い
。
以
前
、
展
覧
会
を
控
え
た

状
態
で
こ
う
し
た
問
題
が
浮
上
し
た
と
き
、

佐
野
さ
ん
は
市
の
担
当
者
と
作
家
の
間
に
入

り
、「
作
品
を
三
・
五
メ
ー
ト
ル
に
し
た
ら

ど
う
か
」
と
提
案
し
た
。
両
者
の
立
場
を

理
解
し
、
互
い
の
主
張
を
相
手
に
伝
え
、
そ

の
中
で
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
最
善
を

尽
く
す
の
も
佐
野
さ
ん
の
役
割
だ
。
ま
た
、

作
家
が
求
め
る
も
の
を
予
算
の
中
で
や
り
く

り
す
る
こ
と
も
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。

「
行
政
、
美
術
館
、
作
家
、
施
工
会
社
と
そ

れ
ぞ
れ
言
語
体
系
が
違
う
人
た
ち
の
橋
渡

し
を
す
る
の
が
仕
事
」と
話
す
佐
野
さ
ん
は
、

い
わ
ば
「
通
訳
者
」
で
も
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
紹
介
す
る
と
、
佐
野
さ
ん
は

ず
っ
と
美
術
に
携
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え

る
が
、
実
は
四
十
代
で
ス
ー
パ
ー
・
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
を
設
立
す
る
ま
で
は
、
土
木
の
世
界

で
生
き
て
い
た
。
優
秀
な
技
術
者
が
集
ま
っ

て
い
た
当
時
の
土
木
工
事
の
現
場
で
、
現
場

監
督
と
し
て
六
本
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
担
当

し
た
。
工
事
に
必
要
な
火
薬
の
取
り
扱
い
や

土
木
施
工
管
理
な
ど
の
資
格
も
持
っ
て
お

り
、
こ
の
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
。

素
材
や
施
工
技
術
、
法
律
の
知
識
と
共
に
、

官
公
庁
や
行
政
と
の
交
渉
ス
キ
ル
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
。
そ
の
ど
れ
も
が
、
現
在
の
仕

事
に
非
常
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
例
え
ば
目
の
前
に
机
が
あ
る
と
し
て
、
そ

の
机
は
ど
れ
く
ら
い
の
重
さ
に
耐
え
ら
れ
る

か
、
ど
ん
な
材
質
で
で
き
て
い
る
の
か
が
、

本
物
の
技
術
者
な
ら
一
目
見
た
だ
け
で
分
か

る
」
と
佐
野
さ
ん
。

　
こ
の
技
術
者
と
し
て
の
ス
キ
ル
が
佐
野
さ

ん
へ
の
絶
対
的
な
信
頼
を
生
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
材
料
の
加
工
方
法
や
施
工
技

術
の
知
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
的
確
で
新
し
い

提
案
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
、
以

前
、
作
家
が
求
め
る
独
特
の
質
感
を
表
現

す
る
た
め
に
、
家
具
用
の
ペ
イ
ン
ト
方
法
を

F
R
P
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
仕

上
げ
に
応
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
専
門
業
者
は
『
こ
う
つ
く
る
べ
き
』
と
い

う
固
定
概
念
が
強
す
ぎ
て
、
違
う
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

が
薄
い
。
そ
の
点
、
異
業
種
に
発
注
す
る
と
、

驚
き
の
仕
上
が
り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」

　
と
は
い
え
、
異
業
種
な
ら
何
で
も
い
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
作
家
が
求
め
る
成
果

を
出
し
て
く
れ
る
絶
妙
な
マ
ッ
チ
ン
グ
は
、

多
く
の
素
材
、
業
種
の
特
性
を
知
っ
て
い
な

く
て
は
で
き
な
い
こ
と
だ
。

　
佐
野
さ
ん
が
土
木
の
知
識
と
経
験
を
美

術
の
世
界
で
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
広
島

市
現
代
美
術
館
で
、
現
代
美
術
作
家
・
曽

根
裕
さ
ん
の
作
品
づ
く
り
の
手
伝
い
を
頼
ま

れ
た
こ
と
だ
。
全
長
三
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

る
ラ
ジ
コ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト
の
よ
う
な
作
品

で
、
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ス
の
設
計
に
携
わ
っ

た
経
験
の
あ
る
佐
野
さ
ん
は
、
構
想
図
面
を

見
る
な
り
間
違
い
を
指
摘
し
、
ど
う
や
っ
て

構
造
を
成
り
立
た
せ
る
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。
そ
の
後
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
館
で
依
頼
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
に
開
館
し
た
、

金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
は
、
展
示
作
品
の

施
工
の
ほ
と
ん
ど
を
担
い
、
展
示
室
の
配
置

な
ど
美
術
館
全
体
の
構
想
に
も
携
わ
っ
て
い

る
。
美
術
館
で
も
特
に
人
気
の
作
品
、
レ
ア

ン
ド
ロ・エ
ル
リ
ッ
ヒ
の「
ス
イ
ミ
ン
グ
・
プ
ー

ル
」
の
制
作
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
作
品
は

美
術
館
の
中
庭
に
あ
り
、
上
か
ら
見
下
ろ
す

と
プ
ー
ル
の
中
に
人
が
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
一
方
、
プ
ー
ル
の
下
は
空
間
に
な
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
自
由
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
に
入
る
と
、
上
か
ら
降
り
注
ぐ
日
差
し
が

キ
ラ
キ
ラ
光
り
、
ま
る
で
水
底
に
た
ゆ
た
っ

て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
す
。
こ
の
プ
ー

ル
を
囲
む
石
と
し
て
、
当
初
施
工
業
者
は
風

雨
に
強
い
御
影
石
を
提
案
し
た
が
、「
墓
じ
ゃ

な
い
ん
だ
か
ら
」
と
却
下
し
、
代
わ
り
に
ラ

イ
ム
ス
ト
ー
ン
に
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
と
い
う
。材
料
の
特
性
だ
け
で
な
く
、

作
品
の
狙
い
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
と

作
家
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
作
品
に
導
け
な
い
。

　
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
作
品
を
仕
上
げ

て
く
れ
る
か
ら
と
、
一
度
仕
事
を
す
る
と
繰

り
返
し
佐
野
さ
ん
を
指
名
す
る
作
家
は
多

い
。
ま
た
、
来
日
し
た
作
家
を
通
じ
て
「
日

本
で
個
展
を
開
く
な
ら
佐
野
に
頼
め
」
と
い

う
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
最
初
か
ら
佐
野
さ
ん

を
指
名
す
る
海
外
の
作
家
も
い
る
。

　
現
在
、
ス
ー
パ
ー
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
五

十
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
束
ね
て
い
る
。
彼
ら
は

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
立
場
で
、作
品
ご
と
に
チ
ー

ム
を
組
ん
で
施
工
に
当
た
る
。
佐
野
さ
ん
に

憧
れ
て
施
工
の
道
を
目
指
し
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
本
業
は
作
家
だ
が
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
作
家
の
ス
キ
ル
を
学
び
、
制
作
資
金
を

稼
ぐ
た
め
に
参
加
し
て
い
る
人
も
い
る
。

　
現
代
美
術
の
作
家
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
。
日
本
で
は
制
作
資
金
を
作
家
自

身
が
負
担
す
る
こ
と
が
多
く
、
制
作
に
莫

大
な
資
金
が
か
か
る
た
め
だ
。
ス
ー
パ
ー
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
こ
う
し
た
体
制
を
取
っ
て

い
る
の
も
、
美
術
に
関
わ
る
仕
事
を
し
な
が

ら
、
若
い
作
家
が
作
品
づ
く
り
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
と
い
う
狙
い
も
あ
る
。

　
最
近
で
は
、
現
代
美
術
の
賞
や
コ
ン
ペ
に

関
わ
る
機
会
も
増
え
て
お
り
、
作
品
の
ア
イ

デ
ア
を
公
募
し
、
制
作
費
を
主
催
者
側
で

負
担
し
て
作
家
と
一
緒
に
作
品
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
、
と
い
っ
た
若
い
作
家
が
育
つ
仕

組
み
づ
く
り
も
構
想
し
て
い
る
。

「
ア
ー
ト
の
イ
ン
フ
ラ
を
つ
く
り
た
い
」
と

い
う
佐
野
さ
ん
。
今
後
、
こ
う
し
た
仕
組

み
で
力
を
つ
け
た
素
晴
ら
し
い
作
家
が
世
界

に
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
戦
国
時
代
、
山
陰
を
治
め
た
尼
子
氏
が

居
城
を
構
え
た
広
瀬
町
。
こ
の
町
で
約
二

百
七
十
年
も
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
老
舗

が
、
吉
田
酒
造
だ
。
酒
造
り
は
時
間
も
手

間
も
か
か
る
小
仕
込
み
を
守
り
、
原
材
料

に
も
こ
だ
わ
る
。
中
で
も
、
特
筆
さ
れ
る
の

が
そ
の
仕
込
み
水
で
あ
る
。
か
つ
て
広
瀬
藩

の
歴
代
藩
主
が
愛
飲
し
、「
不
昧
流
茶
道
」

で
最
高
の
水
と
い
わ
れ
た
水
が
湧
く
「
お
茶

の
水
井
戸
」を
昭
和
二
十
年
代
に
復
元
し
た
。

以
来
、
米
洗
い
か
ら
仕
込
み
ま
で
酒
造
り
の

す
べ
て
の
工
程
で
こ
の
水
を
使
用
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
水
が
余
る
た
め
、
酒
造
の

周
囲
に
三
つ
の
井
戸
を
設
け
て
開
放
し
た
と

こ
ろ
、
今
で
は
近
隣
の
人
が
水
を
汲
み
に
来

る
光
景
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
回
紹
介
す
る
名
酒
は
、
尼
子
氏
の
山

城
「
月
山
富
田
城
」
に
そ
の
名
を
由
来
す
る
、

「
純
米
吟
醸
　
月
山
　
涼
夏
」
だ
。
精
米
歩

合
は
五
十
五
％
で
、
酒
米
に
は
県
の
酒
造
適

合
米
「
佐
香
錦
」
や
「
山
田
錦
」
を
使
用
。

仕
込
み
が
難
し
い
超
軟
水
を
使
い
な
が
ら

も
、
出
雲
杜
氏
の
手
に
よ
り
ま
ろ
や
か
で
キ

レ
が
あ
り
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
酒
に
仕
上
が
っ

て
い
る
。
冷
や
し
て
飲
む
の
が
お
す
す
め
だ
。

　
こ
の
名
酒
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
の
が
、

割
子
そ
ば
で
あ
る
。「
月
山
」
は
口
に
含
ん

だ
と
き
に
リ
ン
ゴ
や
メ
ロ
ン
な
ど
フ
ル
ー
ツ

の
香
り
が
ほ
ん
の
り
漂
う
。
そ
う
し
た
香

り
と
そ
ば
は
と
て
も
相
性
が
い
い
と
い
う
。

　
吉
田
酒
造
は
二
〇
一
三
、
一
四
、
一
五
と

三
年
連
続
で
、
広
島
国
税
局
の
清
酒
鑑
評

会
に
お
い
て
、
香
り
、
味
、
燗
酒
の
三
部

門
で
出
品
銘
柄
が
最
高
の
優
等
賞
を
受
賞

す
る
快
挙
を
達
成
し
た
。
ま
た
、「
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
で
お
い
し
い
日
本
酒
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
6
」
の
メ
イ
ン
部
門
で
「
月
山
　
特

別
純
米
　
出
雲
」
が
最
高
金
賞
の
一
つ
に
選

ば
れ
る
な
ど
、
香
り
高
い
酒
と
し
て
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。

「
島
根
は
燗
に
向
く
酒
が
多
い
と
よ
く
い
わ

れ
ま
す
が
、
最
近
の
研
究
だ
と
本
来
は
吟

醸
に
向
い
て
い
る
場
所
柄
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
島
根
の
酒
を
初
め
て
飲
む
方
に
も

お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、『
島

根
の
入
門
酒
』
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

吉
田
智
則
代
表
取
締
役
は
語
る
。

　
気
軽
に
飲
め
る
酒
で
あ
る
た
め
、
最
近

で
は
女
性
や
若
い
人
の
購
買
が
増
え
て
い

る
。
今
後
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
巡
る
よ
う
に

酒
蔵
を
回
る
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
も
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

大人から子どもまで大人気の作品となった

施工に携わったレアンドロ・エルリッヒの「スイミング・プール」

金沢21世紀美術館

《
島
根
県
安
来
市
》

創業　1743（寛保3）年
島根県安来市広瀬町広瀬1216
http://www.e-gassan.co.jp
年間生産量 1,000石（180㎘/10万升）

吉田酒造株式会社

香りも評価されている月山お茶の水井戸

写真撮影：赤山 シュウ（鳥取県境港市在住）　　料理協力：伯蕎庵しばた（鳥取県境港市日ノ出町 105-1）
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山
口
県
下
関
市
の
長
府
地
区
に
あ
る
、

あ
る
学
校
の
校
歌
は
「
乃
木
将
軍
の
生
ま
れ

し
と
こ
ろ
／
狩
野
芳
崖
生
ま
れ
し
と
こ
ろ
／

剣
に
筆
に
偉
人
を
い
だ
す
」
と
は
じ
ま
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
狩
野
芳
崖
と
い
う
人
物
、

に
ん
に
く
は
健
康
に
良
い
と
い
っ
て
常
に
腰

に
携
え
て
い
た
り
、
初
代
内
閣
総
理
大
臣
の

伊
藤
博
文
、
書
生
時
代
の
坪
内
逍
遥
を
突

撃
訪
問
し
議
論
を
ふ
っ
か
け
た
り
と
、
か
な

り
変
わ
っ
た
性
格
の
持
ち
主
。

―
い
っ
た

い
ど
ん
な
人
物
な
の
か
。

　
狩
野
芳
崖
は
、
一
八
二
八
（
文
政
十
一
）

年
長
府
の
印
内
と
い
う
と
こ
ろ
に
長
府
藩
の

御
用
絵
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
九
歳

で
江
戸
の
木
挽
町
狩
野
家
の
画
塾
に
入
門
。

二
十
三
歳
ご
ろ
に
は
塾
頭
（
弟
子
の
筆
頭
）

と
な
り
、
同
日
に
入
門
し
た
橋
本
雅
邦
（
一

八
三
五
〜
一
九
〇
八
）
と
共
に
画
塾
の
竜
虎

と
称
さ
れ
る
。
画
塾
の
課
程
を
修
了
し
た
の

は
二
十
五
歳
ご
ろ
の
こ
と
。
通
常
十
年
か
か

る
課
程
を
そ
の
半
分
ほ
ど
で
修
了
し
、
そ
の

秀
で
た
才
能
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
も
江
戸
と
長
府
藩
を
往
来

し
、
絵
師
と
し
て
活
動
す
る
。
ま
た
芳
崖

は
三
十
歳
ご
ろ
結
婚
し
、
公
私
共
に
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　
四
十
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
芳
崖
は
長
府
で

明
治
を
迎
え
る
。
禄
を
失
い
、
絵
を
売
り

歩
き
糊
口
を
し
の
い
だ
と
い
う
。

　
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
、
地
元
の
友
人

と
元
藩
主
の
す
す
め
に
よ
り
東
京
に
出
る
。

芳
崖
五
十
一
歳
の
時
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
賃

金
で
輸
出
用
の
陶
磁
器
の
図
案
描
き
を
し
、

妻
は
荒
物
屋
を
営
ん
だ
。
苦
し
い
生
活
か
ら

芳
崖
は
肺
を
患
う
。
見
か
ね
た
朋
友
の
雅

邦
が
島
津
公
爵
家
（
元
薩
摩
藩
主
の
家
）

か
ら
の
仕
事
を
芳
崖
に
譲
る
。
以
後
三
年

間
は
島
津
家
に
雇
わ
れ
、
島
津
家
の
た
め
に

絵
を
描
い
た
。

　
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
、
は
た
ま
た

転
機
が
訪
れ
る
。
芳
崖
は
第
一
回
内
国
絵
画

共
進
会
に
八
点
を
出
品
し
、
そ
れ
ら
の
作
品

が
、
審
査
員
の
一
人
ア
ー
ネ
ス
ト
・
F
・
フ
ェ

ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三
〜
一
九
〇
八
）
の
目
に

留
ま
っ
た
の
だ
。
今
度
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
雇

わ
れ
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
た
め
に
絵
を
描
く
よ

う
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
、
岡
倉
天
心
（
一
八

六
二
〜
一
九
一
三
）
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
を
中

心
と
し
た
鑑
画
会
の
活
動
に
参
加
し
受
賞

を
重
ね
、
次
第
に
名
を
周
囲
に
知
ら
し
め
て

い
っ
た
。

　「
芳
崖
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

幕
末
三
十
歳
代
半
ば
の
こ
ろ
。「
狩
野
派
の

法
の
外
に
出
る
」
と
い
う
意
志
で
「
ホ
ウ

ガ
イ
」
と
名
乗
ろ
う
と
決
め
た
。
当
て
る

漢
字
は
芳
崖
の
義
兄
で
あ
る
漢
学
者
の
鳥

山
重
信
に
相
談
し
た
と
も
、
芳
崖
が
私
淑

し
て
い
た
禅
僧
の
霖
龍
如
沢
に
相
談
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
芳
崖
は
自
ら
法
の
外
に
出
よ
う
と
い
う
意

識
が
強
か
っ
た
た
め
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
の
活

動
に
自
身
の
思
い
が
合
致
し
、
新
画
制
作
に

打
ち
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
西
洋
顔
料

を
用
い
た
《
仁
王
捉
鬼
図
》
の
制
作
は
そ
の

成
果
の
一
つ
で
、
精
緻
な
描
写
と
線
遠
近
法

を
用
い
た
構
図
、
独
特
な
色
彩
が
鑑
賞
者

の
目
を
奪
う
。

　
芳
崖
は
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
よ
り

東
京
美
術
学
校
の
準
備
に
も
携
わ
っ
た
が
、

開
校
目
前
の
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年

十
一
月
、
か
つ
て
患
っ
た
肺
病
が
悪
化
し
六

十
一
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
絶
筆
《
悲
母
観
音
》
は
亡
く
な
る
直
前

ま
で
制
作
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
芳
崖
の
代

表
作
で
あ
る
。
観
音
の
足
元
に
は
球
に
入
っ

た
幼
児
の
姿
が
見
ら
れ
、
観
音
は
水
瓶
を

傾
け
球
体
に
向
か
っ
て
水
を
注
ぐ
し
ぐ
さ
で

描
か
れ
る
。
下
方
に
は
前
年
弟
子
た
ち
と
ス

ケ
ッ
チ
に
赴
い
た
妙
義
山
の
険
し
い
山
並
み

が
見
え
る
。完
成
目
前
に
し
て
病
床
に
倒
れ
、

仕
上
げ
の
金
砂
子
を
蒔
く
作
業
を
、
か
の

友
雅
邦
に
託
し
た
。

　
江
戸
後
期
の
長
府
藩
で
は
御
用
絵
師
の

中
で
も
肖
像
画
は
専
ら
狩
野
家
が
担
当
し

て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
実

際
、
下
関
市
内
に
は
芳
崖
筆
の
肖
像
画
が
い

く
つ
も
所
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
《
鏻

姫
像
》
だ
。
長
府
藩
十
二
代
藩
主
・
毛
利

元
運
の
娘
・
鏻
子
が
細
川
外
記
周
崔
へ
の

輿
入
れ
の
際
に
制
作
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
片

膝
を
立
て
た
姿
勢
で
狆
を
抱
く
お
姫
様
は
、

美
化
さ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま
の

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
山
口
県
立
美
術
館

に
は
細
緻
な
筆
遣
い
で
表
現
さ
れ
た
《
八
臂

弁
才
天
図
》
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
芳
崖
の

三
十
歳
代
ご
ろ
の
作
品
で
、
弁
才
天
に
妻
の

面
影
を
重
ね
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
芳
崖
は
人
物
描
写
に
長
け
て
い
た
が
、
山

水
画
も
ま
た
得
意
と
し
た
。《
懸
崖
山
水
図
》

は
、
上
京
後
描
か
れ
た
も
の
の
一
枚
で
、
雪

舟
の
秋
冬
山
水
図
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な

縦
に
伸
び
た
中
央
の
墨
線
が
印
象
深
い
。
本

図
手
前
の
牛
の
存
在
を
認
識
し
た
な
ら
ば
、

画
中
の
切
り
立
っ
た
山
々
の
壮
大
さ
を
よ
り

一
層
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
近
代
日
本
の
黎
明
期
に
筆
に
よ
っ
て
活
躍

し
た
狩
野
芳
崖
。
も
う
少
し
紹
介
し
た
か
っ

た
が
、
続
き
は
美
術
館
で
。
ぜ
ひ
美
術
館
を

め
ぐ
っ
て
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
文
・
関
根 

佳
織
）

筆
を
も
っ
て
世
に
出
た
人

近
代
日
本
画
の
先
駆
者
と
し
て

絶
筆《
悲
母
観
音
》

御
用
絵
師
と
し
て

地
元
に
残
る
軌
跡

東
京
へ
―

再
会
と
新
た
な
出
会
い

か

の
う

ほ
う

が
い

狩
野 

芳
崖
［1828-1888］

関根 佳織〈せきね・かおり〉
1983年茨城県生まれ。2008年4月より兵庫県
立美術館、2010年4月より高知県立美術館勤務
を経て、同年7月より下関市立美術館勤務（現職）。
2016年3月博士（文学）取得。専門は近代日本
美術史。

狩野芳崖肖像
（芳崖先生遺墨帖より）

◎芳崖の作品は、東京藝術大学大学美術館のほか、
山口県立美術館、下関市立美術館などにまとまって
収蔵されている。
（※：展示計画は各館にお問い合わせください）

悲母観音　明治21年　重要文化財　東京藝術大学大学美術館蔵 鏻姫像　安政年間　下関市立美術館蔵

仁王捉鬼図　明治19年　東京国立近代美術館蔵
Photo：MOMAT/DNPartcom
顔料分析がなされ、西洋顔料の積極的な使用が確認され
ている。

八臂弁才天図 
安政～慶応年間ごろ
山口県立美術館蔵

懸崖山水図　明治10年代　
下関市立美術館蔵
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ゆ
の
せ
き
し
ゅ
く

ほ
う 

き

お
ん
せ
い

ろ
う

み
ま
さ
か

ぎ
ょ
う
き

ゆ   

あ

共同浴場「関の湯」

関金温泉

えぐ芋親水公園

セキガネ温泉手づくり文化祭　
写真提供：関金しゃあまけ笑会

旧国鉄倉吉線廃線跡　写真提供：倉吉市

作図：小学館クリエイティブ

関

金

温

泉
移
住
者
の
視
点
を
加
え
て

住
民
主
体
の
活
性
化
へ

歴
史
あ
る

清
流
の
里
に
湧
く
温
泉

開
湯
千
三
百
年
に
向
け
て

さ
ら
な
る
盛
り
上
が
り
を

癒
や
し
の

湯
め
ぐ
り
紀

《
鳥
取
県
倉
吉
市
》

4

　
倉
吉
市
街
地
か
ら
バ
ス
で
約
三
十
五
分
、

関
金
温
泉
の
あ
る
関
金
地
区
は
、
小
鴨
川
が

流
れ
、
イ
ワ
ナ
や
ワ
サ
ビ
な
ど
が
特
産
品
の
、

水
や
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
だ
。
こ
の
環
境

を
気
に
入
る
人
は
多
く
、
県
内
で
も
移
住
希

望
者
の
多
い
倉
吉
市
の
中
で
、
関
金
地
区
は

空
き
物
件
を
待
つ
人
が
い
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。

　
関
金
温
泉
の
開
湯
に
は
諸
説
あ
る
。
一
つ

は
奈
良
時
代
の
僧
、
行
基
が
養
老
年
間
（
七

一
七
〜
七
二
四
）
に
、
傷
つ
い
た
鶴
が
湯
浴

み
し
て
傷
を
癒
や
し
て
い
た
の
を
発
見
し
た

と
い
う
も
の
だ
。
行
基
は
関
金
地
区
に
あ
る

大
滝
山
地
蔵
院
の
開
基
と
も
伝
わ
る
。
他
に

弘
法
大
師
が
地
蔵
院
を
訪
れ
た
際
、
川
で
温

か
い
水
が
流
れ
る
の
を
感
じ
、
白
い
煙
を
見

つ
け
て
村
人
に
掘
ら
せ
る
と
温
泉
が
湧
き
出

た
と
い
う
説
な
ど
も
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
美
作
国
へ
続
く
街
道
沿
い

の
湯
関
宿
と
し
て
栄
え
た
。
湯
の
美
し
さ
は

当
時
か
ら
評
判
で
、
江
戸
中
期
の
『
伯
耆
民

談
記
』
に
は
、「
湯
関
温
泉
」
の
項
に
「
此

湯
は
銀
湯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
単
純
放
射

能
泉
の
低
張
性
弱
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
日

本
有
数
の
ラ
ド
ン
含
有
量
を
誇
り
、
そ
の
低

レ
ベ
ル
の
放
射
線
が
細
胞
を
老
化
さ
せ
る
活

性
酸
素
の
働
き
を
抑
え
る
と
さ
れ
る
。
神
経

痛
、リ
ウ
マ
チ
、筋
肉
痛
、痛
風
、動
脈
硬
化
、

慢
性
皮
膚
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
、

温
泉
療
法
医
が
薦
め
る
温
泉
と
し
て
N
P
O

法
人
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
選
定
し
た

「
日
本
の
名
湯
1
0
0
選
」
に
も
入
っ
て
い
る
。

無
色
無
臭
で
飲
泉
も
で
き
る
。

　
関
金
の
名
は
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年

に
湯
関
宿
と
金
谷
村
が
合
併
し
た
と
き
に
両

地
名
を
合
成
し
た
も
の
だ
。
二
軒
の
旅
館
の

ほ
か
、
国
民
宿
舎
や
食
事
な
し
の
簡
易
宿
泊

施
設
が
あ
り
、
中
高
年
の
夫
婦
客
が
多
い
が
、

自
炊
す
る
家
族
連
れ
な
ど
も
訪
れ
る
。
地
域

に
は
共
同
浴
場
「
関
の
湯
」
が
あ
る
。
開
設

時
の
出
資
者
が
株
主
の
「
株
湯
」
と
い
う
運

営
方
式
で
、
一
般
の
人
も
利
用
で
き
る
。

　
関
金
温
泉
で
は
か
つ
て
高
級
旅
館
「
温

楼
」
が
人
気
を
集
め
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
っ
て
い
た
が
、
休
業
を
経
て
五
年
ほ

ど
前
に
廃
業
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
十
年
後

の
関
金
温
泉
を
考
え
よ
う
と
二
〇
一
三
（
平

成
二
十
五
）
年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
関
金
温

泉
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
検
討
会
」
に
は
、
地

区
の
住
民
を
中
心
に
約
六
百
人
が
参
加
し

た
。
二
〇
一
三
年
七
月
か
ら
は
「
関
金
温
泉

若
女
将
」
と
名
付
け
ら
れ
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
女
性
が
会
に
加
わ
り
、
出
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
の
い
く
つ
か
を
「
セ
キ

ガ
ネ
温
泉
手
づ
く
り
文
化
祭
」

と
し
て
実
現
へ
と
導
い
た
。
地

域
の
事
業
者
や
学
生
ら
が
、
飲

食
や
雑
貨
販
売
な
ど
を
出
店
し
、

地
蔵
院
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

も
行
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

若
い
人
、
子
ど
も
連
れ
か
ら
年

配
の
人
ま
で
多
く
の
人
が
訪
れ
、

住
民
か
ら
は
「
こ
ん
な
に
人
が

集
ま
っ
て
驚
い
た
」「
関
金
も
捨

て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う

声
が
上
が
っ
た
と
い
う
。
文
化

祭
は
そ
の
後
も
毎
年
開
催
し
て

い
る
。

　
検
討
会
で
は
、
地
域
の
人
が

集
ま
る
拠
点
を
つ
く
り
た
い
、

旧
温
　
楼
を
活
用
し
た
い
と
い

う
意
見
も
出
た
。
検
討
会
有
志

で
結
成
さ
れ
た
「
関
金
し
ゃ
あ

ま
け
笑
会
」
で
は
「
温
　
楼
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

建
物
の
改
装
を
行
っ
た
。「
し
ゃ
あ
ま
け
」
と

は
関
金
の
方
言
で
「
小
生
意
気
な
」
と
い
う

意
味
だ
。
予
想
以
上
に
建
物
が
荒
れ
て
い
た

た
め
改
装
は
難
航
し
た
が
、
二
〇
一
五
（
平

成
二
十
七
）
年
八
月
、「
し
ゃ
あ
ま
家
茶
屋
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在
は
土
日
祝
日
に
営

業
し
、
飲
み
物
や
ラ
ン
チ
な
ど
を
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
露
天
風
呂
は
足
湯
と
し
て
使
え

る
よ
う
に
改
装
し
た
。

　
関
金
温
泉
若
女
将
は
、
関
金
の
一
番
の
魅

力
は
「
人
」
だ
と
話
す
。
茶
屋
の
オ
ー
プ
ン

に
よ
り
、
訪
れ
た
人
が
住
民
の
魅
力
に
触
れ

る
機
会
が
生
ま
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
地
区
内
の
団
体
同
士
の
連
携
も
進
む
。

　
関
金
地
区
で
は
近
年
、
旧
国
鉄
倉
吉
線
廃

線
跡
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
竹
林
の
間
を
抜
け
る
景
色
や
当
時
の

ま
ま
残
る
駅
の
ホ
ー
ム
な
ど
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。
世
界
中
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
、
二
〇

一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
十
月
の
「
ワ
ー
ル

ド
ト
レ
イ
ル
ズ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
W
T
C
）

鳥
取
大
会
」で
も
、こ
こ
を
通
り
、さ
ら
に「
セ

キ
ガ
ネ
温
泉
手
づ
く
り
文
化
祭
」
を
訪
れ
る

コ
ー
ス
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
行
基
の
開
湯
伝
説
が
養
老
年
間
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
養
老
元
年

か
ら
千
三
百
年
と
な
る
二
〇
一
七
（
平
成
二

十
九
）
年
を
節
目
の
年
と
考
え
て
い
る
。
関

金
し
ゃ
あ
ま
け
笑
会
で
も
次
の
企
画
と
し
て
、

足
湯
と
し
て
い
る
旧
温
　
楼
の
露
天
風
呂
を
、

肩
ま
で
つ
か
れ
る
貸
し
切
り
風
呂
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
二
〇
一

五
年
十
一
月
に
着
任
し
た
二
人
目
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
も
交
え
て
計
画
を
立
て
始
め

た
。
歴
史
あ
る
温
泉
の
里
は
、
地
域
の
人
が

楽
し
く
集
い
、
外
か
ら
来
た
人
も
楽
し
め
る

場
所
へ
変
化
し
始
め
て
い
る
。

大
山
の
ふ
も
と
、
清
流
に
恵
ま
れ
た
静
か
な
里
に
湧
く
、
歴
史
深
い
関
金
温
泉
。

移
住
者
の
視
点
を
生
か
し
、
訪
問
客
も
住
民
も
楽
し
め
る
温
泉
へ
と
活
気
づ
い

て
い
る
。

旧温　楼の露天風呂を足湯に改装（セキガネ温泉手づくり文化祭時の写真）　写真提供：関金しゃあまけ笑会

旧温　楼が「しゃあま家茶屋」に

27 －碧い風 Vol 87／2016.7－ 26－碧い風 Vol 87／2016.7－

せ
き

が
ね



《
山
口
県
防
府
市
》

　
ア
ジ
サ
イ
の
名
所
と
し
て
も
有
名
な
阿
弥
陀

寺
は
、
平
重
衡
ら
に
よ
っ
て
焼
き
打
ち
さ
れ
た

東
大
寺
の
再
建
に
尽
力
し
た
俊
乗
房
重
源
上
人

に
よ
り
、
東
大
寺
の
周
防
別
所
と
し
て
一
一
八
七

（
文
治
三
）
年
に
建
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
阿
弥
陀
寺
に
あ
る
鉄
宝
塔
は
、
重
源
上

人
が
願
主
と
な
り
、
東
大
寺
の
大
仏
を
鋳
造
し

た
草
部
宿
祢
是
助
ら
に
よ
っ
て
一
一
九
七
（
建
久

八
）
年
に
造
ら
れ
た
。
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
、
屋
蓋
部
・
塔
身
部
・
基
壇
の
三
部
を
そ

れ
ぞ
れ
鋳
造
し
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
も
と

も
と
両
面
開
き
の
扉
が
付
い
て
い
た
塔
身
部
の

中
に
は
仏
舎
利
七
粒
を
納
め
る
水
晶
五
輪
塔
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
壇
の
四
方
の
側
面
に
は
、
各
面
と

も
中
央
に
金
剛
界
四
仏
の
梵
字
が
、
そ
の
左
右

に
は
阿
弥
陀
寺
の
四
至
・
本
尊
・
堂
・
塔
・
諸

社
の
造
立
の
趣
旨
、
勧
進
・
奉
行
・
檀
那
な
ど

の
名
、
造
立
紀
年
・
鋳
物
師
な
ど
が
詳
細
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

　
鉄
塔
と
し
て
わ
が
国
最
古
の
遺
品
で
あ
り
、

銘
文
の
示
す
歴
史
的
意
義
が
深
い
こ
と
か
ら
も
、

貴
重
な
宝
塔
と
い
わ
れ
て
い
る
。

鉄
宝
塔（
水
晶
五
輪
塔
共
）

国
宝
の
旅
22
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